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Ⅰ 学校経営 

 

１ 学校教育目標 

（１）総論 

児童生徒自身の願いや思いを大切に、自立と社会参加をめざし、一人一人の障がいの状態や特性、発達の段

階に応じた教育を推進し、生きる力を育てる。 

（２）めざす学校像 

児童生徒が主体的に生活しようとする力を確実に伸ばし、地域社会の中で豊かに暮らすことをめざした活力の

ある学校 

（３）校訓 

あかるく なかよく ゆめいっぱい 

明朗   友情   夢実現 

 

２ めざす児童生徒像 

（１）明るく元気にすごす児童生徒 

＜健康な身体＞障がいや病気に対して理解し、健康な身体を培う 

（２）自分のことは自分でしようとする児童生徒 

＜生活する力＞基本的生活習慣を身につけ、自分のことは自分でしようとする意識を育む 

（３）知識・技能を活かし、自ら気づき考えて表現しようとする児童生徒 

＜わかる力＞生活を豊かにするために必要な知識や技能を身につけ、自分で考え判断する力をつける 

＜伝える力・表現する力＞豊かな感性を育て、自分の感情・意思・要求を伝えたり表現したりする力をつける 

（４）人とのかかわりを楽しみ仲良くする児童生徒 

＜かかわる力＞集団の中で人とかかわり、仲良くしたり、協力したりする態度を培う 

＜楽しむ力＞興味関心の幅を広げ、余暇を楽しむ力をつける 

 （５）夢の実現に向かって最後まで努力する児童生徒 

＜働く力＞働くことに興味をもち、意欲的、主体的に働く態度を育てる 

 

３ 各学部の教育目標 

 （１）小学部 

児童自身の思いを大切に育み、身近な人や物事に自ら関わろうとする態度や意欲、学びの基礎となる資

質・能力が身につくようにする。  

   ＜健康な身体＞ 

    ・生活リズムの確立をめざす（生活 自立 体育） 

    ・身体を動かす楽しさを知る（生活 自立 体育） 

   ＜生活する力＞ 

    ・学校生活の流れに沿って活動する（生活 体育 自立） 

    ・自分のことは自分でしようとする意識をもつ（生活 体育 自立） 

    ・健康・安全、自然災害などへの備えに関する事項について、安全な生活のための基礎的事項を身につける

（生活 体育 自立） 
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   ＜伝える力・表現する力＞ 

    ・意思や要求を伝えようとする意欲をもつ（国語 音楽 図画工作 自立活動） 

    ・表現することの楽しさに気づき、様々な方法で豊かに表現することができる（国語 音楽 図画工作 

自立活動） 

   ＜かかわる力＞ 

・自分から関わろうとしたり、相手のことを受け入れようとしたりする（国語 生活 特別活動 自立活動） 

・集団に参加してルールを意識する（国語 生活 特別活動 自立活動） 

    ・地域の行事や交流会に参加して、地域の人との交流を楽しむ（国語 生活、特別活動 自立活動 道徳） 

   ＜わかる力＞ 

・身近な物事を理解し、学習に向かう態度を身につける（国語 算数 他全教科） 

   ＜楽しむ力＞ 

    ・興味関心を広げる（国語 算数 他全教科） 

    ・好きなことを見つけ、活動を楽しむ（国語 算数 他全教科） 

   ＜働く力＞ 

    ・簡単な手伝いをする（生活 自立活動） 

    ・係活動などの役割をもってやり遂げる（生活 自立活動） 

    ・自分でやった仕事（物を作るなど）に達成感をもつ（生活 自立活動） 

 （２）中学部 

     生徒自身の思いを大切に育み、仲間や地域の活動に自ら関わろうとする態度や意欲、学びの基礎や応用で

きるようになる資質・能力が確実に身につくようにする。 

   ＜健康な身体＞ 

    ・運動を行うことを習慣化して体力の向上を図る（保健体育 自立活動） 

    ・自分自身の身体について知り、健康を維持しようとする習慣を身につける(保健体育 自立活動） 

   ＜生活する力＞ 

    ・社会生活を豊かにする知識、習慣や態度を身につける（社会 理科 職業・家庭 自立活動）     

・基本的生活習慣を身につけ、自分自身で生活するための知識や技能を身につける（職業・家庭 自立活動） 

・交通安全、自然災害などへの備えに関する事項について、安全な生活のための予防法や防止策に対する基  

礎的な事項を身につける（社会 理科 体育） 

    ＜伝える力・表現する力＞ 

    ・日常生活や社会生活における人との関わりの中でコミュニケーション能力を高め思考力や想像力を養う

（国語 道徳 自立活動） 

    ・表したい音楽表現や美術表現等をするために必要な技能を身につけるようにする（音楽 美術） 

   ＜かかわる力＞ 

    ・言葉や表情、身振り、シンボルから相手の思いや感情を読み取ることができる（国語 道徳 自立活動） 

    ・集団に参加するための手順や決まりを理解する（保健体育 自立活動） 

    ・学校行事や児童生徒会、地域の人々との活動を通じて人間関係の築き方を知る（特別活動 総合的な学習    

の時間 道徳） 

   ＜わかる力＞ 

     ・基礎的な学力を確立する（国語 数学 他全教科） 

    ・学習で得た知識を日常生活に活用する（国語 数学 他全教科） 
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   ＜楽しむ力＞ 

    ・様々な余暇活動について知り、実践しようとする（保健体育 職業・家庭 特別活動） 

    ・校内外における活動を通して人間的な触れ合いを深め、楽しい思い出を作る（特別活動） 

 ＜働く力＞ 

    ・働くことの知識や技能を身につけ、職業体験等を通して職業や進路に関心をもつ（職業・家庭） 

    ・作業を成し遂げることを通じて自分の役割を果たす達成感を身につける（職業・家庭） 

    ・働く際に必要な安全や衛生についての知識や技能を身につける（保健体育 職業・家庭） 

 

 （３）高等部 

    生徒自身の思いを大切に育み、様々な人や物事に自ら関わろうとする態度や意欲、将来の職業生活を見据え

た資質・能力が身につくようにする。 

   ＜健康な身体＞ 

    ・職業生活に必要な体力と意思をもつ（保健体育 職業 自立活動） 

    ・健康で安全に生活ができるよう、知識・技能をもち、心身の健康を保持増進する（保健体育 理科 自立

活動） 

   ＜生活する力＞ 

    ・職業生活を豊かにする習慣や態度を確立する（社会 理科 家庭 職業 自立活動） 

・基本的生活習慣を確立し、自分自身の生活を主体的に組み立てる（社会 理科 家庭 職業 自立活動） 

・交通安全、自然災害などへの備えに関する事項について、安全な生活のための予防法や防止策について、

理解を深める（社会 理科 保健体育） 

   ＜伝える力・表現する力＞ 

    ・職業生活における人との関わりの中で多様なコミュニケーション手段を身につけ思考力や想像力を養う

（国語 道徳 自立活動） 

・創意工夫を生かした音楽表現や美術表現、身体表現等をするために必要な技能を身につける（音楽 美術  

保健体育） 

   ＜かかわる力＞ 

    ・他者の意図や感情を理解し、積極的に集団参加ができる（国語 道徳 自立活動） 

    ・情報発信や取り扱いにおけるルールやマナーを知り、守ってやりとりをする（社会 職業 自立活動） 

・学校行事や児童生徒会、地域の人々との活動を通じて、人間関係の築き方を身につける（特別活動 総合 

的な探究の時間 道徳） 

   ＜わかる力＞ 

    ・習得した知識・技能を職業生活に活かそうとする（国語 数学 職業） 

   ＜楽しむ力＞ 

・様々な活動にチャレンジし、自発的に余暇活動を楽しむ（総合的な探究の時間 特別活動） 

    ・仲間との活動や地域の活動に主体的に参加し楽しむ（総合的な探究の時間 特別活動） 

   ＜働く力＞ 

    ・将来の職業生活に必要な基礎的知識や技能、安全や衛生を身につける（職業 家庭 保健体育） 

    ・自己理解をもとに自分の役割を果たす（職業 家庭 社会 自立活動） 

・目標設定と振り返りをし、就きたい職業や将来像を描く（職業 自立活動） 
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４ 中期目標 

（１）児童生徒が主体的な学びを達成する授業実践 

（２）児童生徒の学びの連続性を確保するための指導及び支援の充実 

（３）児童生徒が自立と社会参加を目指し、家庭や地域と共に育てる協力体制の構築 

（４）仕事の効率化を目指す働き方改革 

 

５ 重点目標及び重点的取組 

（１）児童生徒が「自分で考え、判断して行動する」ことを実感する学校づくり 

① 児童生徒の主体的な学びを引き出す指導内容、指導方法の工夫 

② 児童生徒の興味関心・意欲、主体的な学びを引き出すＩＣＴ活用 

③ 個別の指導計画評価、授業アンケート、振り返りの授業改善への反映 

 

（２）児童生徒が系統的・連続的に学ぶことができる教育課程・評価計画の作成及び継続的改善 

 ① 小中高の系統性を持った年間指導計画の作成 

② 各教科・各学年の年間指導計画に対応した教材教具の補充 

③ 観点別目標設定と適切な評価の実施 

 

（３）児童生徒が、地域・家庭との協働により、社会体験学習を通して学びを深めることができる体制づくり、 

安心安全な教育環境の構築 

① 外部人材を活用した、学びの充実・深化 

② シン・「大分支援ブランド」プロジェクトの推進 

③ 家庭・地域と連携した防災体制の構築 

 

（４）働き方改革の取り組み 

① 勤務時間の適正管理と勤務の効率化による負担軽減に向けた働き方改革の推進 

② 働き方改革推進委員による職場環境改善・負担軽減策の検討 
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６ 教育課程の概要 

（１）各学部共通 

① 小学部においては、生活、国語、算数、音楽、図画工作及び体育の各教科、特別の教科道徳（以下「道徳

科」という。）、特別活動並びに自立活動については全ての児童に履修させるものとする。中学部においては、

国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育及び職業・家庭の各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特

別活動並びに自立活動については全ての生徒に履修させるものとする。高等部においては、国語、社会、数

学、理科、音楽、美術、保健体育、職業及び家庭の各教科、道徳科、総合的な探究の時間、特別活動並びに自

立活動については全ての生徒に履修させるものとする。 

② 中学部の社会、理科、職業・家庭、保健体育、高等部の社会、理科、家庭、職業、保健体育における内容の 

一部については、指導内容の特質及び指導の系統性等の観点から、朝の活動・帰りの活動として合科し、短い 

時間を活用した授業を設定して指導を行う。 

③ 障がいの状態により特に必要がある場合には、各教科の目標及び内容に関する事項の一部又は全部を、当

該各教科に相当する下学部の各教科の目標及び内容に関する事項の一部又は全部によって替えるものとする。 

④ 障がいの状態により、特に必要がある場合には、各教科、道徳科、特別活動の目標及び内容に関する事項

の一部又は各教科、総合的な学習（探究）の時間に替えて、自立活動を主として指導を行うものとする。 

児童生徒の知的障がいの状態や経験等に応じて、（２）および(３)に示すような類型別の教育課程を設定し指

導を行うものとする。 

⑤ 道徳科については、特設の時間を設けて指導する。ただし、自立活動を中心とした重複障がい学級（E課程

を履修する児童生徒）、訪問学級の児童生徒については、発達の段階を考慮して適切に指導する。 

⑥ 指導の形態別授業時数は各学部で十分に吟味し、児童生徒の実態に応じて柔軟に対応する。 

 

（２）小学部・中学部 

〈類型別の教育課程について〉 

主たる障がい及び併せ有する障がいの状態等から、類型別の指導を行う。(表１) 

 

表１ 小・中学部類型別教育課程 

 単一障がい学級 重複障がい学級 

教科別の指導をすることが

適切である児童生徒 

Ａ課程 Ｃ課程 

Ｂ課程 Ｄ課程 

自立活動を主として指導す

ることが適切である児童生

徒 

 Ｅ課程 

 

 

① 単一障がい学級 

・Ａ課程 → 教科別の指導及び特別活動、自立活動、中学部においては総合的な学習の時間を扱う。 

・Ｂ課程 → 障がいの状態等から、国語・算数（数学）等の一部の時数を自立活動に替えて指導する。 
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② 重複障がい学級 

〈類型別の教育課程について〉 

主たる障がい及び併せ有する障がいの状態等から、前項表１を基本とし、児童生徒の実態に応じて柔軟に 

対応する。 

③ 訪問教育学級 

授業は、年間３５週以上にわたって行うようにするものとし、週当たりの時数は、週２回、２単位時間程

度を標準とする。 

 

（３）高等部 

〈類型別の教育課程について〉 

主たる障がい及び併せ有する障がいの状態等から、類型別の指導を行う。(表２) 

 

表２ 高等部類型別教育課程 

 職業生活科 

（単一障がい学級） 

生活教養科 

（重複障がい学級） 

教科別の指導をすることが適

切である生徒 

Ａ課程 Ｃ課程 

Ｂ課程 Ｄ課程 

自立活動を主として指導する

ことが適切である生徒 
 Ｅ課程 

 

① 職業生活科（単一障がい学級） 

〈職業コースの設置について〉 ※Ａ課程の生徒は２年次からコース別の指導となる 

・アタックコース  → 卒業後すぐに一般就労をめざす生徒に応じた教育課程を履修するコース 

・チャレンジコース  → 卒業後も引き続き就労支援事業所等で就労に向けた取組をおこなう生徒に応 

じた教育課程を履修するコース 

② 生活教養科（重複障がい学級） 

〈類型別の教育課程について〉 

 上記表２のとおりとする。 

③ 訪問教育学級 

・授業は、年間３５週以上にわたって行うようにするものとし、週当たりの時数は、６単位時間程度（週

３回、２単位時間ずつ）を標準とする。 
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７ 教育課程の構造図 

 

 
                                                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
教科別の指導  

小 

学 

部 

生 活 

国 語 

算 数 

音 楽 

図画工作 

体 育 

特別の教科  道  徳 

特 別 活 動 

自 立 活 動 

中 

学 
部 

国 語 

社 会 

数 学 

理 科 

音 楽 

美 術 

保健体育 

職業・家庭 

特別の教科  道  徳 

特 別 活 動 

自 立 活 動 
 

高 

等 

部 

国 語 

社 会 

数 学 

理 科 

音 楽 

美 術 

保健体育 

職 業 

家 庭 

特別の教科  道  徳 

特 別 活 動 

自 立 活 動 
 

学校教育目標 

各教科 自立活動 特別活動 特別の教科 道徳 総合的な学習（探究）の時間 

学 部 教 育 目 標 

 

 

総合的な学習の時間 

 

 

総合的な探究の時間 
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学部 高等部

　1年（月火水木金）

　2年（月水木金）     2年（火）

　3年（月水）     3年（火木金）

　4･5･6年（水）   4･5･6年（月火木金）

児童生徒
登校

１校時 8:45～9:25

5分

２校時 9:30～10:20

5分

３校時 10:25～11:15

5分

４校時 11:20～12:10

13:25～13:45 13:25～14:10

5分 5分

14:00～14:50 14:00～14:50

14:50～15:00 14:50～15:00

児童生徒
下校 13:45 14:30 14:05 15:00 15:00

スクールバス

出発時刻

６校時 14:10～14:30 13:55～14:05

給食/昼休み

５校時

13:05～13:25

15:10

12:10～13:05

5分 5分

10:35～11:20 10:25～11:15

5分 5分

13:05～13:5513:05～13:55

11:25～12:10 11:20～12:10

12:10～13:0512:10～13:05

　８　校時表

小学部 中学部

学年
曜日 水 月火木金 月～金

8:45

9:45～10:30 9:30～10:20

8:45～9:40 8:45～9:25

5分 5分
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

369 380 380 415 415 415

102 105 140 140 140 140

68 105 105 105 105 105

34 35 70 70 70 70

34 35 35 35 35 35

102 105 105 105 105 105

5 5 5 5 5 5

34 35 35 35 35 35

102 105 105 105 105 105

850 910 980 1015 1015 1015

　Ｂ課程

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

369 380 380 415 415 415

34 35 35 70 70 70

34 35 35 70 70 70

34 35 70 70 70 70

34 35 35 35 35 35

102 105 105 105 105 105

5 5 5 5 5 5

34 35 35 35 35 35

204 245 280 210 210 210

850 910 980 1015 1015 1015

Ⅱ　小学部

１　教育目標

　　児童自身の思いを大切に育み、身近な人や物事に自ら関わろうとする態度や意欲、学びの
　基礎となる資質・能力が身につくようにする。

２　指導の形態別授業時数

（１）　単一障がい学級

特別の教科　道徳

特別活動 学級活動

自立活動

総授業時数

　Ａ課程

指導の形態 備　　　考

生　　　活
1単位時間　：45分

体育
週１　+帯0.4×5日

自立活動
週１　+帯0.4×5日

国　　　語

算　　　数

音　　　楽

図画工作

体　　　育

特別の教科　道徳

特別活動 学級活動

自立活動

総授業時数

指導の形態 備　　　考

生　　　活 1単位時間　：45分

体育
週１　+帯0.4×5日

自立活動
小１
 週4+帯0.4×5日
小2
 週５＋帯0.4×5日
小3
 週6＋帯0.4×5日
小4～6
 週4　+帯0.4×5日

国　　　語

算　　　数

音　　　楽

図画工作

体　　　育

-9-



（２）　重複障がい学級

　Ｃ課程

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

369 380 380 415 415 415

102 105 140 140 140 140

68 105 105 105 105 105

34 35 70 70 70 70

34 35 35 35 35 35

34 35 35 35 35 35

5 5 5 5 5 5

34 35 35 35 35 35

170 175 175 175 175 175

850 910 980 1015 1015 1015

　Ｄ課程

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

369 380 380 415 415 415

34 35 35 35 35 35

34 35 35 35 35 35

34 35 70 70 70 70

34 35 35 35 35 35

102 105 105 105 105 105

5 5 5 5 5 5

34 35 35 35 35 35

204 245 280 280 280 280

850 910 980 1015 1015 1015

　Ｅ課程

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

369 380 380 415 415 415

34 35 35 35 35 35

34 35 35 35 35 35

34 35 70 70 70 70

34 35 35 35 35 35

－ － － － － －

5 5 5 5 5 5

34 35 35 35 35 35

306 350 385 385 385 385

850 910 980 1015 1015 1015

指導の形態

備　　　考

生　　　活
1単位時間：45分

体育
週１+帯0.4×5日

自立活動
小１
  週4+帯0.4×5日
小2
  週５＋帯0.4×5日
小３～６
  週６＋帯0.4×5日

国　　　語

算　　　数

音　　　楽

備　　　考

生　　　活
1単位時間：45分

体育
  週１

自立活動
  週1+帯0.8×5日

国　　　語

算　　　数

音　　　楽

図画工作

体　　　育

特別の教科　道徳

特別活動

図画工作

体　　　育

特別の教科　道徳

特別活動 学級活動

自立活動

学級活動

自立活動

総授業時数

指導の形態

特別の教科　道徳

特別活動 学級活動

自立活動

総授業時数

総授業時数

指導の形態 備　　　考

生　　　活 1単位時間：45分

自立活動
小１
  週5+帯0.8×5日
小2
  週6+帯0.8×5日
小３～6
  週7+帯0.8×5日

国　　　語

算　　　数

音　　　楽

図画工作

体　　　育
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（３）　訪問教育学級

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

30

-

-

33

33

-

3

6

31

136

指導の形態 備　　　考

生　　　活 31 1週あたり2回 1回に
つき2時間程度の指
導を標準とする。国　　　語 -

算　　　数 -

音　　　楽 34

特別活動 学級活動 6

自立活動 32

総授業時数 140

図画工作 34

体　　　育 －

特別の教科　道徳 3
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低学年

中学年

高学年

題材名 内容事項
配当
時間 題材名 内容事項

配当
時間 題材名 内容事項

配当
時間

時間合計 5 時間合計 5 時間合計 5

＊は、訪問教育学級児童の履修予定題材とする。

１月
２月
３月

ありがとうが
いっぱい*

B　感謝 1
ありがとうの

気もち*
B　感謝

1
助け合う
友だち*

B　友情、信頼 1

A　個性の伸長

1
みんなに
ありがとう*

B　感謝 1

1 わたしのこと
わたしのよさ

A　個性の伸長
1

B　友情、信頼

11月
12月

わたしの
すきなこと

A　個性の伸長 1 わたしの
とくいなこと

9月
10月

なかよしの
ともだち*

B　友情、信頼 1
たいせつな

友だち*

C　規則の尊重 1
たのしい
学校生活

C　よりよい学校
生活、集団生

活の充実
1

6月
7月

たいせつな
きまり

C　規則の尊重 1
いつまでも

大切に

低学年 中学年 高学年

4月
5月

きもちのよい
あいさつ*

B　礼儀 1
気もちのよい
あいさつや

ことば*
B 礼儀 1

気もちのよい
ことばや行動
*

B 礼儀 1

３　小学部 特別の教科道徳　指導計画

（１）年間目標
身近な人と一緒に生活するために必要な道徳的価値について気付き、身近な人とよりよく関り生
活するための道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育む。

学校生活や身近な人との関わりにおける道徳的価値について理解し、自分の生活や身近な人と
よりよく関り生活するための道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育む。

自分の生活や身近な人との関わり方を振り返りながら、よりよく人と関り生活するための道徳的な
判断力、心情、実践意欲と態度を育む。
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題材名 配当時間 題材名 配当時間

1学期の行事を知ろう* 1

1学期の行事を知ろう* 1 １学期のめあてや係を決めよう 1

きまりや憲法について考えよう 1 きまりや憲法について考えよう 1

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

ゴミのことについて考えよう 1 ゴミや環境のことについて考えよう 1

大在西小学校と交流して仲良くなろう 4 大在西小学校と交流して仲良くなろう 4

給食や食材について知ろう 1 給食や食材について知ろう 1

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

１学期のふりかえりをしよう* 1 １学期のふりかえりをしよう* 1

夏休みのすごし方を知ろう 1 夏休みのすごし方を考えよう 1

平和について考えよう 1 平和について考えよう 1

２学期の行事を知ろう* 1 ２学期の行事を知ろう* 1

２学期のめあてや係を決めよう 1 ２学期のめあてや係を決めよう 1

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

大在西小学校と交流して仲良くなろう 4 大在西小学校と交流して仲良くなろう 4

良い食事のとり方について知ろう 1 良い食事のとり方について知ろう 1

なかよし集会の準備をしよう 2 なかよし集会の準備をしよう 2

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

人権と平和について考えよう 1 人権と平和について考えよう 1

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

２学期のふりかえりをしよう* 1 ２学期のふりかえりをしよう* 1

冬休みのすごし方を知ろう 1 冬休みのすごし方を考えよう 1

３学期の行事を知ろう* 1 ３学期の行事を知ろう* 1

３学期のめあてや係を決めよう 1 ３学期のめあてや係を決めよう 1

なかよし集会をしよう 1 なかよし集会をしよう 1

人権と平和について考えよう 1 人権と平和について考えよう 1

３学期のふりかえりをしよう・2年生になるよ* 2 ３学期のふりかえりをしよう・〇年生になるよ* 2

時間合計 34 時間合計 35

＊は、訪問教育学級児童の履修予定題材とする。

　　　集団活動を通じて、集団におけるきまりや役割などを自覚し、学校生活の充実を図る。

１年 ２～６年

4月
5月

6月
7月

８月
9月

10月
11月

12月

１月
2月
3月

4　特別活動の指導計画

（１）学級活動指導計画

　①　指導方針

　　　学級活動における指導を通じて、児童の自主的、実践的、意欲的な態度を育てる集団活動を組織する。

　②　目標
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年間実施
予定時間

5

5

5

5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時間合計

　②　参加児童（４・５・６年）

（２）クラブ活動指導計画

　①　目標

　 ア　興味関心をもつ活動を経験することで、主体的に活動に参加しようとする態度を育てる。

　 イ　集団の中で、伸び伸びと楽しく活動することを通して、望ましい人間関係を育てる。

　 ウ　いろいろな活動を異年齢集団の中で経験することにより、将来の余暇の活用につながる力を養う。

　　ウ　小学部の役員は、副会長１名とする。（必要に応じて規約改正を経て変更することもある）

（３）児童会活動指導計画

　①　目標

　　　望ましい集団活動を通して、仲間意識を高め、集団の一員としての自覚を持たせるとともに、互いに協力して
　　よりよい学校生活を築こうとする自主的・実践的な態度を育てる。

　②　主な活動内容

　　ア　全校集会に参加し、児童生徒会からの話などを聴く。
　　イ　児童生徒会役員選挙をする。
　　ウ　各種行事や集会であいさつをする。（役員）

　③　児童会規約

　　ア　会員は全校児童生徒となるため、「児童生徒会」と称する。
　　イ　児童生徒会役員は、全校または学部ごとに会員の選挙で選ぶ。任期については１年間とする。

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

活
　
動
　
内
　
容

　
〇
一
年
間
の
予
定
紹
介

　
〇
役
員
紹
介

　
○
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
○
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙
準
備

　
○
熱
中
症
予
防
　
食
育

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙

9
配
当
時

0 1 1 1 0 1 1

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
挨
拶

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会

　
　
　
統
一
テ
ー

マ
等
募
集

　
〇
学
部
学
年
発
表
、

部
活
動
発
表

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会

　
　
　
統
一
テ
ー

マ
等
発
表

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

　
〇
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会
の

　
　
様
子
に
つ
い
て
発
表

　
〇
風
邪
予
防
に
つ
い
て

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

1 1 1 1 0

クラブの名称 備　　　考

＊４・５・６年生
を対象に行う。

ゲーム、集団遊びなど

タブレット端末の活用など

ダンス、カラオケ、鑑賞など

植物の栽培、読み聞かせ、パネルシアター、紙芝居、ボウリングゲームなど

年間指導計画の概要

体育的クラブ
（あそび）

文化的クラブ
（情報）

文化的クラブ
　（音楽）

生産的クラブ
（チャレンジ）
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

始業式
(2･３･4･5･6年 1)
入学式
(1年 1)

終業式(1) 始業式(1) 終業式(1) 始業式(1) 卒業式
(6年 5年1)
修了・終業式
(1･2･3･4･5年 1) 6 6 6 6 7 6

チャリティ
お楽しみ会(1)

1 1 1 1 1 1

身体測定(0.5)
内科検診(0.5)

視力検査(1)
避難訓練①(1)

眼科検診(0.5)
歯科検診(0.5)
聴力検査
(1･2･3･5年 1)
歯の保健指導
(1)
整形外科検診
(1･4年 1)
心臓検診
(1年 1)

身体測定(0.5) 運動会(3) 避難訓練➁(1) 身体測定(0.5)
避難訓練③(1)

16 14 14 14 14 13

修学旅行
(6年 12)

0 0 0 0 0 12

0 0 0 0 0 0

１年 2 2 5 1 0 1.5 3 1 2 2.5 0 1 21
２年 2 2 3 1 0 1.5 3 1 2 2.5 0 1 19
３年 2 2 3 1 0 1.5 3 1 2 2.5 0 1 19
４年 2 2 3 1 0 1.5 3 1 2 2.5 0 1 19
５年 2 2 3 1 0 1.5 3 1 2 2.5 0 2 20
６年 2 2 2 1 0 13.5 3 1 2 2.5 0 1 30

（４）学校行事の指導計画（小学部）

時
間
合
計

時間合計

３月

儀式的行事

文化的行事

健康安全・
体育的行事

遠足・集団
宿泊的行事

勤労生産・
奉仕的行事

２月４月 ５月 ６月 12月 １月７月 ８月 ９月 10月 11月
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コミュニケーション

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること。

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

（３）言語の形成と活用に関すること。

（２）言語の受容と表出に関すること。

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

　　を取りながら指導を行う。また、専門家の意見を取り入れる。

（４）指導上の配慮事項

　①　児童が興味を持って自主的・主体的に学習し、成就感を味わうとともに自己を肯定的に捉えること

　　ができるように指導内容や方法を工夫し、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服しよう

　　とする意欲を高められるように配慮する。

　②　「個別の教育支援計画」等を活用して、家庭との連携を密にし、必要に応じて関係機関等との連携

　　　自立活動の時間における指導と各教科、道徳科、特別活動の指導と密接な関連を保ちながら、

　　学校の教育活動全体を通して行い、個々の児童の障がいの状態や発達の段階等を的確に把握し

　　て、適切な指導計画の下に行う。

（３）指導計画

　　　指導内容…個々の児童の障がいの状態や発達の段階等を的確に把握し、下記の項目から必要

授業形態

授業時数

児童の障がいの状態や発達の段階に応じて、個別指導やグループ別指導を行う。

児童の実態等により、適切に定めて指導する。

（１）目標

5　自立活動指導計画

　　　個々の児童が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する

　　ために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

（２）指導方針

（４）集団への参加の基礎に関すること。

（３）自己の理解と行動の調整に関すること。

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること。

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。

（１）保有する感覚の活用に関すること。

     関すること。

環境の把握

身体の動き

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

（４）身体の移動能力に関すること。

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。

区　分

健康の保持

心理的な安定

　　　　　　　　　　 とする項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的に設定する。

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。

項　目

（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。

（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること。

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること。

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。

（５）健康状態の維持・改善に関すること。

（１）情緒の安定に関すること。

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

（２）状況の理解と変化への対応に関すること。

人間関係の形成
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（１）学校間交流

学年 人数
実施する
月（予定）

１回あたり
の実施時

間

指導の
形態名 具体的な内容 交流相手校名 学年等

引率
教員数

1年
単一 10名
重複 2名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 1年  ６名

2年
単一12名
重複 6名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 2年  ８名

3年
単一 22名
重複  ４名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 3年  ９名

4年
単一 21名
重複  6名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 4年  ７名

5年
単一 １１名
重複  3名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 5年  ６名

6年
単一２１名
重複  5名

 6月
10月

1時間 特別活動
お互いの紹介
交流活動
（歌、リズム、ゲーム　など）

大在西小学校 6年  １１名

（２）居住地校交流

学年 人数
実施する
月（予定）

１回あたり
の実施時

間

　指導の
形態名

具体的な内容 交流相手校名 学年等
引率

教員数

1年

2年

3年

4年

5年

6年

当該
児童
学年

各1名希望者 年1回
1時間程

度
各教科等
特別活動

交流活動
各教科等の内容

対象児童
居住地校

　②　年間指導計画

6　交流及び共同学習指導計画

　①　目的

　 ア　地域の小学校の児童と共に活動し相互の触れ合いを通じて本校児童の経験を広めて豊かな人間性を育てる。

　 イ　教科等のねらいの達成を目的に同年代の児童と共に学習に取り組むことで自分の持てる力を高める。

　 ウ　特別支援教育に関する理解・啓発に努め、地域のセンター的役割を果たす。

　②　年間指導計画

　①　目的

　 ア　地域の小学校の児童と共に活動することで相互の触れ合いを通じて本校児童の経験を広めて豊かな人間性を育てる。

　 イ　教科等のねらいの達成を目的に同年代の児童と共に学習に取り組むことで自分の持てる力を高める。

　 ウ　特別支援教育に関する理解・啓発に努めるとともに、居住地における人間関係を広げる。
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（２）重複障がい学級

＊E課程の理科・社会については、生活科の内容を扱うものとする。

175

35

1015 1015

270

3535

1015

35

515

35

1015

35

1015

175

35

515

35

1015

35

515

35

270

35

1015

35

35

35

35

35

70

35

140

10

35

70

35

70

35

70

70

280

10

35 35

10035

35

35

35

35

70

35

140

35

280

10

35

70

100

70

35

70

100

70

100

70

35

70

35

280

10

35

70

35

70

35

70

70

280

10

Ｃ Ｄ Ｅ

3535

1015

10

35

270

70

35

70

35

70

70

280

35

140

10

35

35

35

35

35

1015 1015 1015 1015

35 35 35 35 35

1015

105 235 105 235

35 35 35 35 35

235

10 10 10 10 10

280 280 280 280 280

35 35 35 35

105

70 70 70 70 70

105 105 105 105

35

70 70 70

70 70 70 70

70 70

Ａ Ｂ

Ｅ

100

70

100

70

35

70

105

280

10

35

105

35

35 100 35

35

70

35 100 35 100

Ⅲ　中学部

１　教育目標

（１）単一障がい学級

２　指導の形態別授業時数

音　　　楽

35

280

10

Ａ Ｂ

指導の形態 備　　考
１　年 ２　年 ３　年

指導の形態

35 100

備　　考
１　年

Ａ Ｂ

２　年 ３　年

　生徒自身の思いを大切に育み、仲間や地域の活動に自ら関わろうとする態度や意欲、学びの基礎や応用できるよ
うになる資質・能力が確実に身につくようにする。

美　　　術

保健体育

職業・家庭

特別の教科　道徳

美　　　術

保健体育

職業・家庭

特別の教科　道徳

総　授　業　時　数

総合的な学習の時間

自立活動

学級活動特別活動

国　　　語

社　　　会

数　　　学

理　　　科

音　　　楽

Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ

自立活動

総合的な学習の時間

総　授　業　時　数

特別活動 学級活動

国　　　語

社　　　会

数　　　学

理　　　科

70

100

70

35

70

100

35

1015

70

10

175

35

1015
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備　　考

総　授　業　時　数

―

140

―

140

―

140

総合的な学習の時間

自立活動

6

78.5

6

78.5

6

78.5

特別活動 学級活動

特別の教科　道徳

―

3

―

3

―

3

職業・家庭

保健体育

35

―

35

―

35

―

美　　　術

音　　　楽

―

17.5

―

17.5

―

17.5

理　　　科

数　　　学

―

― ― ―

社　　　会

国　　　語 ― ―

―

―

―

（３）訪問教育学級

指導の形態 １　年 ２　年 ３　年

1週あたり2
回、1回に
つき2時間
の指導を
標準とす
る。
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題材名 内容項目
配当
時間

題材名 内容項目
配当
時間

題材名 内容項目
配当
時間

10 10 10

規則尊重・公徳心

1

他己紹介「一学期に
友だちが頑張ったこと

を見つけよう」

友情・信頼
よりよい学校生活、
集団生活の充実

これまでの自分を振り返り、前期のめあてを考える。

1

1

クラスの中の自分を考え、自分のできる係の仕事を考える。

これまでの自分を振り返り、前期のめあてを考える。

1

ネットの使い方を考え
よう

～画像や動画と肖像権～

一学期の活動を写真などで振り返る中で、周囲の人の「頑張ったこと」に焦
点をあてて発表し、お互いを認め合う。

めあてを決めよう＊

勤労，公共の精
神

個性の伸長
希望と勇気、努
力と強い意志

1

個性の伸長
希望と勇気、努
力と強い意志

1
ネットの使い方を考えよ

う
～メッセージ交換を通して～

規則尊重・公徳心 1

自分の好きなもの・得
意なこと

個性の伸長

ネットの利用時間を考え
よう

時間合計時間合計 時間合計

1１年間を振り返ろう＊
個性の伸長

1

正月の遊びを通して我が国や郷土の伝統や文化の理解を深め、相手
への思いやり、進んで親切にする意識を育む。

1

1

個性の伸長

伝統と文化の尊
重，国や郷土を

愛する態度

１年間を振り返ろう＊
個性の伸長

お正月には…なにす
るの？

伝統と文化の尊
重，国や郷土を愛

する態度

中学部生活を振り返
ろう＊

君たちはどうするか
～みんなで楽しむためには～

クラスの中の自分を考え、自分のできる係の仕事を考える。

前期めあての自己評価や他己評価を通して自己肯定感を持ち、それを踏
まえた後期めあてを考える。

希望と勇気、努力
と強い意志

12
月

規則尊重・公徳心 1

なかよしカルタをつ
くって楽しもう

伝統と文化の尊
重，国や郷土を

愛する態度
親切、思いやり

4

前期のめあてを評価
して、後期のめあてを

決めよう＊

希望と勇気、努
力と強い意志 1

2
友情・信頼

よりよい学校生活、集団
生活の充実

前期のめあてを評価
して、後期のめあてを

決めよう＊

前期めあての自己評価や他己評価を通して自己肯定感を持ち、それ
を踏まえた後期めあてを考える。

これまでの自分を振り返り、前期のめあてを考える。

３　中学部 特別の教科　道徳指導計画

仲間づくりをしよう
友情・信頼

よりよい学校生活、集団
生活の充実

2
友だちのよいところを

見つけよう

友情・信頼
よりよい学校生活、集団

生活の充実
1 1

修学旅行に向けて
「おみやげなんてあげ

ない」

感謝
家族愛，家庭生活

の充実

１　年 ２　年 ３　年

自分の役割を持とう
自分の役割を持とう

＊
自分の役割を持とう

勤労，公共の精
神

めあてを決めよう＊ 1

勤労，公共の精神

個性の伸長
希望と勇気、努力

と強い意志
めあてを決めよう＊

1

職場体験を前に、働くことの大切さや、進んでみんなのために働くこと
を考える。

「友人Bの失敗動画を撮影して周囲に見せるAと、不満の友人B」ネット上に
UPされる事例も挙げ、相手の気持ちや肖像権について考える。

自然愛護

君たちはどうするか
～磨かれる自分～

『森の先生』と秋を見
つけよう

お正月には…なにす
るの？

話し合いや助言を受ける状況を想定した、自分の思いと周囲の意見に
思い悩む様子の寸劇を鑑賞し、どうあるべきかを考える。

1

友情・信頼
よりよい学校生活、集団

生活の充実

1

みんなで行う活動を想定した、上手くいかない状況の寸劇を鑑賞し、
原因や解決策を考える。

森に詳しい外部講師を招聘し、自然やその中に生きる動植物の紹介を受
ける。また、それらを大切にする心を深めていく。

1
前期のめあてを評価
して、後期のめあてを

決めよう＊

希望と勇気、努
力と強い意志 1

以上の道徳の時間を要として、学校の教育活動全体を通して道徳教育を行う。

※3年間、自分のめあてを考え実践し、自己評価や前向きな他己評価を受けることを繰り返す中で自己肯定感を育む。

＊は、訪問教育学級生徒の履修予定題材とする。

4
月

5
月

SSTを通して、互いの理解を深め助け合うことで、協力できる学年・クラ
スの在り方を考える。

認める言葉にはどんな言葉があるか出し、意味を考えた上で、周囲の
人を「よいところ」を考えて認め合う。

家族などの生活を支えてくれる人々や現在の生活を築いてくれた高齢者
に、尊敬と感謝の気持ちを持ち、おみやげを買う理由を考える。

6
月
～
１
０
月

1
月

２
月

正月の食を通して我が国や郷土の伝統や文化の理解を深め、郷土を
愛することを考える。

正月の飾りを通して我が国や郷土の伝統や文化の理解を深め、郷土を愛
することを考える。

後期のめあてや1年間の活動を振り返ることで、自らの頑張りと成長で
きたことを考え、自分の長所を認める。

後期のめあてや1年間の活動を振り返ることで、自らの頑張りと成長で
きたことを考え、自分の長所を認める。

後期のめあてや３年間の活動を振り返ることで、自らの頑張りと成長できた
ことを考え、自分の長所を認める。

0.5

0.5

前期めあての自己評価や他己評価を通して自己肯定感を持ち、それ
を踏まえた後期めあてを考える。

クラスの中の自分を考え、自分のできる係の仕事を考える。

「夏休み中毎日長時間ネットやゲームをする人」の寸劇を見て、ネット
利用の在り方や夏休みの生活について考える。

仲間とメール等でメッセージを交換する時に起こりがちな問題の事例を
挙げ、問題が起きる理由や自分であればどうするかを考える。
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題材名 配当時間 題材名 配当時間 題材名 配当時間

係を決めよう 1 係を決めよう 1 係を決めよう 1

1学期行事を知ろう 1 1学期行事を知ろう 1 1学期行事を知ろう 1

新入生歓迎会＊ 5 新入生歓迎会＊ 5 新入生歓迎会＊ 5

平和について考えよう① 1 平和について考えよう① 1 平和について考えよう① 1

環境学習に取り組もう 2 環境学習に取り組もう 2 環境学習に取り組もう 2

梅雨の暮らし方を考えよう 1 梅雨の暮らし方を考えよう 1 梅雨の暮らし方を考えよう 1

修学旅行の報告を聞こう 1 修学旅行の報告を聞こう 1 修学旅行の報告をしよう 1

生徒会役員候補を選ぼう 1 生徒会役員候補を選ぼう 1 生徒会役員候補を選ぼう 1

夏の暮らし方を知ろう 1 夏の暮らし方を知ろう 1 夏の暮らし方を知ろう 1

大掃除をしよう 2 大掃除をしよう 2 大掃除をしよう 2

8月 平和について考えよう② 1 平和について考えよう② 1 平和について考えよう② 1

2学期行事を知ろう 1 2学期行事を知ろう 1 2学期行事を知ろう 1

係を決めよう 1 係を決めよう 1 係を決めよう 1

スポーツ祭について 2 スポーツ祭について 2 スポーツ祭について 2

　 　

平和について考えよう③ 1 平和について考えよう③ 1 平和について考えよう③ 1

高等部入試説明会 1

冬休みの暮らし方を考えよう 1 冬休みの暮らし方を考えよう 1 冬休みの暮らし方を考えよう 1

大掃除をしよう 2 大掃除をしよう 2 大掃除をしよう 2

3学期行事を知ろう 1 3学期行事を知ろう 1 3学期行事を知ろう 1

　 　 大掃除をしよう 2

平和について考えよう④ 1 平和について考えよう④ 1 平和について考えよう④ 1

卒業生を送る会＊ 5 卒業生を送る会＊ 5 卒業生を送る会＊ 1

卒業式にとりくもう＊ 4

春休みの暮らし方を考えよう 1 春休みの暮らし方を考えよう 1

大掃除をしよう 2 大掃除をしよう 2

時間合計 35 時間合計 35 時間合計 35

＊は、訪問教育学級生徒の履修予定題材（配当時間中の一部）とする。

４月

５月

7月

4 特別活動の指導計画

（１）学級活動指導計画

　①　指導方針

　　　学級活動における指導、生徒会活動及び学校行事の取り組みを通じて、生徒の自主的、実践的

　　意欲的な態度を育てる集団活動を組織する。

3月

2月

　②　指導目標

　　　自分の役割や責任を自覚し、学校生活の充実を図るとともに、集団活動を通して、自主的、実践的

    積極的な態度を育てる。

1月

11
月

6月

9月

１　年 ２　年 ３　年

12月

10
月
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時間合計

　
○
熱
中
症
予
防
　
食
育

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙

1 1
配当
時間

活動
内容

　
〇
一
年
間
の
予
定
紹
介

　
〇
役
員
紹
介

　
○
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
○
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙
準
備

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

0 1 1 1 0 1 1 1

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
挨
拶

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会
の

　
　
統
一
テ
ー

マ
等
募
集

　
〇
学
部
学
年
発
表
、

部
活
動
発
表

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会
の

　
　
統
一
テ
ー

マ
等
発
表

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

　
〇
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会
の
様
子

　
　
に
つ
い
て
発
表

　
〇
風
邪
予
防
に
つ
い
て

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

1 0

（２）生徒会活動指導計画

　②　主な活動内容

　　ア　全校集会に参加し、児童生徒会からの話などを聞く。

　①　目標

　　　望ましい集団活動を通して、仲間意識を高め、集団の一員としての自覚を持たせるとともに、互いに協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的・

　　実践的な態度を育てる。

　　ウ　各種行事や集会であいさつをする。（役員）

　③　生徒会規約

　　ア　会員は全校児童生徒となるため、「児童生徒会」と称する。

　　イ　児童生徒会役員は、全校または学部ごとに会員の選挙で選ぶ。任期については１年間とする。

　　ウ　中学部の役員は、副会長２名、書記２名とする。（必要に応じて規約改正を経て変更することもある）

　　イ　児童生徒会役員選挙をする。

9
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１年 ２年 ３年
始業式
(23年　1)
入学式
(1年　1)

終業式(1) 始業式(1) 終業式(1) 始業式(1) 卒業式
(23年　1)
修了・終業式
(12年　1) 6 7 6

チャリティお楽
しみ会(1)

1 1 1

身体測定(0.5)
内科検診(0.5)

視力検査(1)
避難訓練①(1)

眼科検診(0.5)
歯科検診(0.5)
歯の保健指導
(1)
聴力検査
(13年　1)
整形外科検診
(1年　1)
心臓検診
(1年　1)

身体測定(0.5) スポーツ祭(4) 避難訓練②(1) 身体測定(0.5)
避難訓練③(1)

15 12 13

修学旅行
(3年　18)

0 0 18

校内外奉仕活
動
(2)

2 2 2

１年 2 2 5 1 0 1.5 6 1 2 2.5 0 1

２年 2 2 2 1 0 1.5 6 1 2 2.5 0 2

３年 2 20 3 1 0 1.5 6 1 2 2.5 0 1

（３）学校行事の指導計画（中学部）

22

24

５月 ６月 ７月 ３月
時間合計

２月

 時間合計

儀式的行事

文化的行事

健康安全・
体育的行事

勤労生産・
奉仕的行事

旅行・集団
宿泊的行事

40

１月４月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
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1.2年 3年

4 1 1

５・６ 3 7

7 1 1

8 　

9 4 4

10 7 7

1 1

7 7

1 1

4 4

4

1 1 1

2 1 1

3

時間数 35 35

5　総合的な学習の時間指導計画

　　　横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら

　　ものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む

　　態度を育て、自己の生き方を考えることができるようにする。

（1）総合的な学習の時間の目標

　　考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方や

（2）実施学年

（3）学習計画

　①　学習活動の目標

　　ア　自らの命を守る行動に関しての知識・技能を身につけたり、自らの進路に関して興味

　　　関心を持って調べたりするなど、主体的に活動しようとする態度を育てる。

　　イ　地域の同年代の友達との交流を通して、いろいろな人と楽しくかかわろうとする態度を

　　　育てる。

学習活動を行う学年 単位時間数 生徒数 学習活動を行う方法

全学年 35 未定

○学習活動によって、学部全体、学部
縦割りグループ、学年合同、学級別で
の学習を実施
○指導者は中学部のすべての教員

　　ウ　日本や外国の文化に関わる体験活動を通して、言語や習慣の違いなどに触れるととも

　　　に互いの違いを尊重しようとする態度を育てる。

　②　年間指導計画

１年 ２年 ３年
学習活動を行う内容

学習事項／学習形態
月

　 　

【防災教育】いのちを守る(防災部）

【地域社会との協働】（生徒指導部・人権教育部）

いのちを守る

交通安全教
室

コスモスを
植えよう

修学旅行に
行こう

外国の文化を知ろう(ALT)

　＊「学校間交流」は大在中学校他地域の学校と設定する

地域の学校との交流
(1.2.3年)

【交流及び共同学習】(人権教育部）

外国の文化を知ろう(ALT) 【国際理解教育】(英語担当）

35 35

外国の文化を知ろう(ALT) 【国際理解教育】(英語担当）

35

いのちを守る 【防災教育】(防災部）

【伝統や文化の探究】地域の人々の協
力を得つつ体験活動を実施

12

地域の学校との交流
(1.2年)

配当時数

【交流及び共同学習】(人権教育部）

11
【防災教育】(防災部）

【伝統や文化の探究】地域の人々の協力を
得つつ体験活動を実施(国語担当）

書道体験(書に親しむ）

鶴崎踊りに
取り組もう

福祉体験を
しよう

日本の伝統
を知ろう「日
本茶」

いのちを守る

避難体験をしよう 【防災教育】(防災部）

【国際理解教育】(英語担当）
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授業時数 生徒の実態等により、適切に定めて指導する。

6　自立活動指導計画

（１）目標

　　　個々の生徒が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する

　　ために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

（２）指導方針

　　　自立活動の時間における指導と各教科、道徳科、総合的な学習の時間及び特別活動の指導と

　　密接な関連を保ちながら、学校の教育活動全体を通して行い、個々の生徒の障がいの状態や発達

　　の段階等を的確に把握して、適切な指導計画の下に行う。

（３）指導計画

授業形態 生徒の障がいの状態や発達の段階に応じて、個別指導やグループ別指導を行う。

　　　指導内容…個々の生徒の障がいの状態や発達の段階等を的確に把握し、下記の項目から必要と

　　　　　　　　　　する項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的に設定する。

区　分 項　目

健康の保持

（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。

（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること。

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること。

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。

（５）健康状態の維持・改善に関すること。

心理的な安定

（１）情緒の安定に関すること。

（２）状況の理解と変化への対応に関すること。

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

環境の把握

（１）保有する感覚の活用に関すること。

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関

　　すること。

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

人間関係の形成

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。

（３）自己の理解と行動の調整に関すること。

（４）集団への参加の基礎に関すること。

身体の動き

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること。

（４）身体の移動能力に関すること。

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

　　を取りながら指導を行う。また、専門家の意見を取り入れる。

コミュニケーション

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

（２）言語の受容と表出に関すること。

（３）言語の形成と活用に関すること。

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること。

（４）指導上の配慮事項

　①　生徒が興味を持って自主的・主体的に学習し、成就感を味わうとともに自己を肯定的に捉えること

　　ができるように指導内容や方法を工夫し、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服しよう

　　とする意欲を高められるように配慮する。

　②　「個別の教育支援計画」等を活用して、家庭との連携を密にし、必要に応じて関係機関等との連携
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学年 人数
実施する
月（予定）

１回あたり
の実施時間

指導の形態名 具体的な内容 交流相手校名 学年等
引率

教員数
・ 本校生徒と大在中学校生徒がグルー

プ別に分かれて「自己紹介」をする。

・ グループの生徒とペアを作り、お互い
の学校紹介についての「〇×クイズ」を
する。

・ 本校の「作業活動」の紹介をしたり、一
緒に作業活動を行ったりする。

・ ペアやグループで、「ゲーム」や「クイ
ズ」などをする。

・ それぞれの学校で「歌」の発表をする。

学年 人数
実施する
月（予定）

１回あたり
の実施時間

指導の形態名 具体的な内容 交流相手校名 学年等
引率

教員数

交流活動
各教科等の内容

大在中学校

（２）居住地校交流

　①　目的

　②　年間指導計画

　　の学校との連携を深めつつ、将来にわたる指導・支援につなげる。

　　　現在または将来居住する地域の同年代の生徒と交流及び共同学習を実施することを通して、「地域で共に育つ」という視点に立ち、家庭及び地域

対象生徒
居住地校

対象生徒
学年

各１名

単一４３名
重複９名
訪問1名
計５３名

１年

２年

大在中学校 全学年

7　交流及び共同学習指導計画

　②　年間指導計画

　①　目的

　　ア　地域の中学校の生徒と共に活動することで相互の触れ合いを通じて、本校生徒の経験を広め、社会性や豊かな人間性を育てる。

　　ウ　特別支援教育に関する理解・啓発に努め、地域のセンター的役割を果たす。

　　イ　教科等のねらいの達成を目的に同年代の生徒と共に学習に取り組むことで自分の知識、技能を高める。

（１）学校間交流

単一５９名
重複1４名
訪問1名
計７４名

１年

２年

３年

１年

２年

３年

希望者 年１回 １時間程度
各教科等
特別活動

本校にて
実施

１２月
総合的な

学習の時間

4時間
（事前・事後学

習を含む）
23名1・2年生

９月
4時間

（事前・事後学
習を含む）

総合的な
学習の時間
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学年 指導の形態名
履修時間

（日）
内　容 実習期日 実習時間数 実習場所又は事業所 実習生徒数 引率教員数 備　考

２年
職業・家庭
自立活動

２日
（1日見学
1日実習）

・職場見学
・職場体験

１学期 １２時間

大分市内の産業現場や
事業所、福祉事業所等

31名 　14名

＊巡回指導及び常
駐指導を生徒の実
態に応じて行う。
＊生徒の実態に応
じ、見学や現場実
習、校内実習等と
組み合わせる場合
がある。

３年
職業・家庭
自立活動

２日
（実習）

・販売補助
・事務補助
・箱折り、箱詰め
・清掃、農作業
・リサイクル作業
・工作、絵画
・散歩、運動
・生活訓練　　など

２学期 １２時間

大分市内の産業現場や
事業所、福祉事業所等

　21名 9名

＊巡回指導及び常
駐指導を生徒の実
態に応じて行う。
＊生徒の実態に応
じ、現場での実習
期間を短くし、校内
実習等と組み合わ
せる場合がある。

＊中学部では「産業現場等における実習」を「マイ・チャレンジ」という呼称で実施している。

8　産業現場等における実習指導計画

＊履修時間、実習時間数については、生徒の実態や実習先の受け入れ状況によっては期間・時間が変更となる場合がある。
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アタック
コース

チャレンジ
コース

アタック
コース

チャレンジ
コース

87 62 31 90 62 31

58 46.5 46.5 60 46.5 46.5

87 62 31 90 62 31

58 46.5 46.5 60 46.5 46.5

29 31 31 30 31 31

29 31 31 30 31 31

87 139.5 62 90 139.5 62

464 426 395 445 426 395

29 46.5 46.5 30 46.5 46.5

14.5 15.5 15.5 15 15.5 15.5

特別活動 35 35 35 35 35 35

29 62 232.5 30 62 232.5

43.5 46.5 46.5 45 46.5 46.5

1050 1050 1050 1050 1050 1050

Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ Ｄ Ｅ

62 31 31 62 31 31

46.5 46.5 46.5 46.5 46.5 46.5

62 31 31 62 31 31

46.5 46.5 46.5 46.5 46.5 46.5

31 31 31 31 31 31

31 31 31 31 31 31

62 62 - 62 62 -

333 333 - 333 333 -

46.5 46.5 46.5 46.5 46.5 46.5

15.5 15.5 15.5 15.5 15.5 15.5

特別活動 35 35 35 35 35 35

232.5 294.5 689.5 232.5 294.5 689.5

46.5 46.5 46.5 46.5 46.5 46.5

1050 1050 1050 1050 1050 1050

＊E課程の理科・社会については、生活科の内容を扱うものとする。

33

66

33

33

49.5

33

国　　　語 66

49.5

理　　　科

保健体育

美　　　術

音　　　楽

備考

Ⅳ　高等部

１　教育目標

 資質・能力が身につくようにする。

　　生徒自身の思いを大切に育み、様々な人や物事に自ら関わろうとする態度や意欲、将来の職業生活を見据えた

２　指導の形態別授業時数
（１）職業生活科（単一障がい学級）

Ｂ

２年 ３年

Ａ
Ｂ

Ａ
ＢＡ

指導の形態

１年

388

49.5

1050

49.5

総　授　業　時　数

総合的な探究の時間

数　　　学

社　　　会

特別の教科　道徳

自立活動

家　　　庭

148.5

33

33

49.5

66

355職　　　業

33

Ｃ Ｄ Ｅ

247.5

35

16.5

49.5

※産業現場等における実習・・・１年Ａ・Ｂ:78時間（現場実習60時間・校内実習18時間）、2年Ａアタック：180時間、
Ａチャレンジ・Ｂ：120時間、３年Ａアタック：150時間、Ａチャレンジ・Ｂ：120時間は職業に含む。

（２）生活教養科（重複障がい学級）

指導の形態
１年 ２年 ３年

備考

ホームルーム活動

1050

49.5

66

35

16.5

49.5

国　　　語

-

-

49.5

16.5

35

33

49.5

33

49.5

33

33

66

49.5

66

49.5

33

33

自立活動

総合的な探究の時間

総　授　業　時　数

社　　　会

数　　　学

理　　　科

音　　　楽

美　　　術

保健体育

職　　　業

66

289

49.5

33

49.5

33

33

66

289

49.549.5家　　　庭

特別の教科　道徳

ホームルーム活動

668.5

49.5

1050

35

313.5

49.5

1050

16.516.5

35

247.5

49.5

1050

※産業現場等における実習…１年Ⅽ・Ⅾ:78時間（現場実習60時間・校内実習18時間）２年Ⅽ・Ⅾ:120時間、３年Ⅽ・
Ⅾ：120時間は、職業に含む。E課程は自立活動に含む。
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備考

特別活動

国　　　語

社　　　会

―

―

―

―

―

―

―

35

35

３年

3

6

131

6

職　　　業

家　　　庭

保健体育

理　　　科

音　　　楽

―

35

35

―

―

―

自立活動

美　　　術

―

数　　　学

―

総合的な探究の時間

131

―

特別の教科　道徳

ホームルーム活動

3

―

総　授　業　時　数 210

131

―

210

―

210

―

―

―

35

35

―

―

―

3

6

1週あたり3
回、1回につ
き2時間の指
導を標準と
する。

（３）訪問教育学級

指導の形態 １年 ２年
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高等部　特別の教科　道徳　年間指導計画

教材名 内容項目
配当
時間

教材名 内容項目
配当
時間

教材名 内容項目
配当
時間

16.5
１５．５
１４．５

(アタック)

１５．５
１５

(アタック)

＊は、訪問教育学級生徒の履修予定題材(配当時間数の一部もあり)とする。

11
月

6
月

7
月

８
・
9
月

10
月

4
月

学校や社会の中
での役割を考えよ

う

社会参画
公共の精神

5
月

生活のリズムを
見直そう

節度
節制

個性の伸長
今の自分を見
つめよう～今の
自分は、どんな

自分？～

１　年

1.5

2

12
月

1
月

2
月

3
月

時間合計

友だちっていい
よね

友情
信頼

感謝の言葉を
伝えよう*

感謝

国際理解・国
際親善

相手の立場に
たって考えよう

社会人って何だ
ろう①

働くことの意義

時間合計時間合計

3
これまでを振り返
り、夢を語ろう*

よりよく
生きる喜び

社会人って何だ
ろう➁*

社会との関わり

社会参画
公共の精神

2

生命の尊さ 1.5

4

2

3
2(アタック)

きまりを守ることに
ついて考えよう*

遵法精神
公徳心

社会参画、
公共の精神

勤労

家族の一員として
の役割を考えよう

*

家族愛
家庭生活の

充実

働くことのよさを
考えよう

３　特別の教科道徳指導計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自分のことを伝
えよう*

相互理解
寛容

1

支え合うことの大
切さを知ろう

よりよい
学校生活

集団生活の
充実

3

いろいろなものの
見方を知ろう*

相互理解
寛容

1

3

生命の尊さ

命について考え
よう*

～今生きている
私を感じよう～

２　年 ３　年

遵法精神
公徳心

2

個性の伸長

希望と勇気、
努力と強い意

志

将来の自分に
ついて考えよう
～将来の自分
は、どんな自

分？～ つながる命につ
いて考えよう

2

2

人として適切な
行動をとろう

礼儀

世界の中の日
本人として適切
な行動をとろう*

2

きまりやルールは
なぜあるのだろう

3

2.5
2(アタック)

2

社会参画
公共の精神

2

3

相互理解、寛
容
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３　年

２　年

高等部入学オリエンテー
ション（学校の決まり）＊

クラス目標・個人目標・
係決め、掲示物の作成

　＊は、訪問教育学級生徒の履修予定題材(配当時間数の一部もあり)とする。

2

2
1

生徒会について
生徒会役員選挙

1学期の反省＊
夏休みの過ごし方（食習
慣）について

(2)エ
(2)オ
（３）エ

(2)エ
(2)オ
(３)ア
（３）イ

(2)エ
(2)オ
(３)ア
（３）イ

2
1

2
1

2
1

2学期の反省＊
冬休みの過ごし方（食習
慣）について

2学期の反省＊
冬休みの過ごし方（食習
慣）について

2学期の反省＊
冬休みの過ごし方（食習
慣）について

(２)オ
(3)ウ

2学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

節目式

1
2

2

(1)ア
(1)イ
(３)ア
(3)イ

2学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

節目式

1
2

2

(1)ア
(1)イ
(３)ア
(3)イ

2

2
1

(1)ウ
(2)エ
(２)オ
（３）ア
(３)イ

１　年

7月

4月

5月

6月

新たに始まるホームルーム生活づくりの
ために、生徒一人一人が自他の個性を
尊重するとともに、集団の一員としてそ
れぞれが役割と責任を果たし、互いのよ
さを認め合えるような開かれた人間関係
を築くようにする。

時 間
活動
内容
記号

２　年

１　年

望ましい人間関係を主体的に形成し
ホームルームや学校づくりに中核と
なって参画するとともに、生活の中で
起こる様々な問題や課題について積
極的に取り組み、解決していこうとする
自主的、実践的な態度を育てる。

時 間

(1)ウ
(2)エ
(２)オ
（３）ア
(３)イ

2

2
1

3

１
１

生徒会について
生徒会役員選挙

1学期の反省＊
夏休みの過ごし方（食習
慣）について

(1)ア
(1)イ
(３)ア
(3)イ

社会的自立に向けて、集団や社会の
一員としての在り方を体得し、ホーム
ルームや学校での生活によりよく適応
するとともに、主体的に物事を選択決
定し現在及び将来を豊かに生きていく
態度や能力を育てる。

時 間
活動
内容
記号

３　年
活動
内容
記号

(1)ウ
(2)エ
(２)オ
(３)ア
（３）イ

生徒会について
生徒会役員選挙

1学期の反省＊
夏休みの過ごし方（食習
慣）について

1月

2月

8月

余暇の過ごし方
地域奉仕作業（ボラン
ティア）について

4

3

3

2
2

3学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

卒業生を送る会をしよう

学年でレクリエーションを
しよう
1年生を振り返ろう＊

1
２

1
2

2

3月

12月

４　特別活動の指導計画

（１）ホームルーム活動指導計画

　①　ホームルーム活動の目標

　　自主的、実践的な活動を助長し、生徒が意欲的に自ら進んで活動できるような指導計画の下に

　②　学年別目標

　　　ホームルーム活動における指導と、生徒会活動及び学校行事、各教科、道徳教育、総合的な

　　探究の時間や生徒指導との関連を保ちながら、望ましい集団活動が展開できるように、生徒の

　　行う。

　◎人権・平和学習及び環境学習については、社会科の時間に扱うこととする。

　③　ホームルーム活動の年間指導計画及び配当時間　　　　　　　　　　　　　

(２)オ
(3)ウ

(２)ウ
（２）オ
(3)ウ

余暇の過ごし方
地域奉仕作業（ボラン
ティア）について

2学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

節目式9月

10月

11月

合計 35

(2)ア
(2)イ
(3)ア
（３）イ
(３)エ

3

3

新学年になって＊
クラス目標・個人目標・
係決め、掲示物の作成
新入生を迎える準備

1
2

2

1
2

2

(1)ア
(1)イ
(２)ア
（３）ア

(1)ア
(1)イ
(1)ウ
(２)ア
（３）ア

(1)ア
(1)イ
(1)ウ
(２)ア
（３）ア

(１)ウ

余暇の過ごし方
地域奉仕作業（ボラン
ティア）について

1
２

(1)ア
(1)イ

（３）エ

４
5

1
２

3学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

卒業生を送る会に参加
高校生活を振り返ろう＊

4 (１)ウ

新学年になって＊
クラス目標・個人目標・
係決め、掲示物の作成
新入生を迎える準備

(1)ア
(1)イ
(３)ア
（３）イ

(1)ア
(1)イ
(３)ア
（３）イ

卒業生を送る会をしよう

3学期の目標を決めよう
＊
係決め・掲示物作成

(１)ウ
(３)エ

3
2

2
2

(2)ア
(2)イ
(3)ア
(３)イ

35 35

学年でレクリエーションを
しよう
２年生を振り返ろう＊

-31-



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時間合計

　
○
熱
中
症
予
防
　
食
育

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙

1 1
配当
時間

活
動
内
容

　
〇
一
年
間
の
予
定
紹
介

　
〇
役
員
紹
介

　
○
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
○
児
童
生
徒
会
役
員
選
挙
準
備

　
〇
学
部
学
年
発
表

　
〇
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

0 1 1 1 0 1 1 1

　
〇
児
童
生
徒
会
役
員
挨
拶

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会

　
　
統
一
テ
ー

マ
等
募
集

　
〇
学
部
学
年
発
表
、

部
活
動
発
表

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会

　
　
統
一
テ
ー

マ
等
発
表

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

　
〇
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
〇
志
村
祭
・
ス
ポ
ー

ツ
祭
・
運
動
会

　
　
の
様
子
に
つ
い
て
発
表

　
〇
風
邪
予
防
に
つ
い
て

　
〇
学
部
学
年
発
表
・
部
活
動
発
表

1 0

（２）生徒会活動指導計画

　②　主な活動内容

　　ア　全校集会に参加し、児童生徒会からの話などを聴く。

　①　目標

　　　望ましい集団活動を通して、仲間意識を高め、集団の一員としての自覚を持たせるとともに、互いに協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的・

　　実践的な態度を育てる。

　　ウ　各種行事や集会であいさつをする。（役員）

　③　生徒会規約

　　ア　会員は全校児童生徒となるため、「児童生徒会」と称する。

　　イ　児童生徒会役員は、全校または学部ごとに会員の選挙で選ぶ。任期については１年間とする。

　　ウ　高等部の役員は、会長１名、副会長２名、書記１名とする。（必要に応じて規約改正を経て変更することもある）

　　イ　児童生徒会役員選挙をする。

9
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１年 ２年 ３年
始業式
(2.3年　1)
入学式
(1年　1)

終業式(1) 始業式(1) 終業式(1) 始業式(1) 卒業式
(2.3年　1)
終業式
(1.2年　1) 6 7 6

志村祭(4)

4 4 4

身体測定(0.5)
内科検診(0.5)
視力検査(1)
胸部X線撮影
(1年　1)
歓迎遠足（4）

眼科検診(0.5)
歯科検診(0.5)
交通安全教室
(1)
避難訓練①(1)

整形外科検診
(1年　1)
歯の保健指導
(1)
聴力検査
(1.3年　1)
心臓検診
(1年　1)

身体測定(0.5) 避難訓練➁(1) 身体測定(0.5)
避難訓練③(1)

17 13 14

宿泊学習
(1年　12)

修学旅行
(2年　18)

12 18 0

校内外奉仕活
動(2)

2 2 2

１年 8 3 16 1 0 1.5 2 5 1 2.5 0 1 41

２年 7 3 1 1 0 19.5 2 5 1 2.5 0 2 44

３年 7 3 2 1 0 1.5 2 5 1 2.5 0 1 26

時間
合計

儀式的行事

勤労生産・
奉仕的行事

旅行・集団
宿泊的行事

健康安全・
体育的行事

文化的行事

（３）学校行事の指導計画（高等部）

３月
時間合計

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月
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4

5

7

8

10

11

12

1

3

時間
合計

４６.5時間

５　総合的な探究の時間指導計画

（１）総合的な探究の時間の名称　「探究の時間」

（２）総合的な探究の時間の目標

　　　地域や社会と積極的に関わり、体験的な活動を通して、主体的に取り組もうとする

　　態度を育て、自己の生き方を考えることができる。

　①　学習活動の目標

（３）実施学年

学年 授業時数 生徒数 学習活動を行う方法

３年職業生活科アタックコース 45時間

（４）学習計画

○学部合同又は学年ごとに実施する。
○内容により校外の施設を利用する。

　　83 名

1年 49.5時間

２年職業生活科アタックコース 43.5時間

２年・３年
職業生活科チャレンジコー
ス、Ｂ課程及び生活教養科

　　イ　障がいの状態に応じて、生徒の経験を広めるとともに、グループ学習や異年齢集団に

　　　よる学習形態を通して生徒相互の積極的な関わりを促す。

学習事項

１年 ２年 ３年

　　ア　自然体験やボランティア活動などの社会体験、見学や調査、発表などの学習活動を

　　　通して、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決

　　　する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や

　　　探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えること

　　　ができるようにする。

志村祭（34） 志村祭（35、アタック32） 志村祭（33、アタック31.5）

　②　年間指導計画

月

6

9

学校間交流(5)

国際理解教育(1.5)

学校間交流(4)
防災教育(1)

防災教育(1) 防災教育(1)

国際理解教育(1)

防災教育(1)

国際理解教育(1)
生涯学習講座（２）

49.5
４６．５

（アタックコース：４３．５）
４６．５

（アタックコース：４５）

防災教育(1)

2
国際理解教育(1)

国際理解教育(1) 国際理解教育(1)

防災教育(1)

国際理解教育(1)

学校間交流(5)

国際理解教育(1.5)

防災教育(1)

防災教育(1)

学校間交流(5)

国際理解教育(1.5)

防災教育(1)
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　　を取りながら指導を行う。また、専門家の意見を取り入れる。

コミュニケーション

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

（２）言語の受容と表出に関すること。

（３）言語の形成と活用に関すること。

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること。

（４）指導上の配慮事項

　①　生徒が興味を持って自主的・主体的に学習し、成就感を味わうとともに自己を肯定的に捉えること

　　ができるように指導内容や方法を工夫し、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服しよう

　　とする意欲を高められるように配慮する。

　②　「個別の教育支援計画」等を活用して、家庭との連携を密にし、必要に応じて関係機関等との連携

身体の動き

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること。

（４）身体の移動能力に関すること。

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

環境の把握

（１）保有する感覚の活用に関すること。

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に

　　 関すること。

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

心理的な安定

（１）情緒の安定に関すること。

（２）状況の理解と変化への対応に関すること。

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

人間関係の形成

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。

（３）自己の理解と行動の調整に関すること。

（４）集団への参加の基礎に関すること。

　　　指導内容…個々の生徒の障がいの状態や発達の段階等を的確に把握し、下記の項目から必要と

　　　　　　　　　    する項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的に設定する。

区　分 項　目

健康の保持

（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。

（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること。

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること。

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。

（５）健康状態の維持・改善に関すること。

授業時数 生徒の実態等により、適切に定めて指導する。

６　自立活動指導計画

（１）目標

　　　個々の生徒が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するため

　 に必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

（２）指導方針

　　　自立活動の時間における指導と各教科、道徳科、総合的な探究の時間及び特別活動の指導と

　 密接な関連を保ちながら、学校の教育活動全体を通して行い、個々の生徒の障がいの状態や発達の

　 段階等を的確に把握して、適切な指導計画の下に行う。

（３）指導計画

授業形態 生徒の障がいの状態や発達の段階に応じて、個別指導やグループ別指導を行う。
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学年 人数
実施する
月(予定)

１回あたり
の実施時間

指導の形態名 交流相手校名 学年等
引率

教員数

学年 人数
実施する
月(予定)

１回あたり
の実施時間

指導の形態名
引率

教員数

全学年 83名 １１月 ４時間
特別活動
（志村祭）

・
・

道具の運搬搬出
製品の販売等

本校にて
実施

全学年
51名
職業
生活

１0月 ２時間
特別活動

（学校行事）
・
・

屋宗公園内の除草作業
学校近隣の幹線道路の除草作業

16名

　②　年間指導計画

全学年 83名 ６月
５時間

（事前・事後学
習を含む）

総合的な探究の
時間

１学年 31名 ９月
４時間

（事前・事後学
習を含む）

総合的な探究の
時間

大分鶴崎高校

７　交流及び共同学習指導計画

（１）学校間交流

　②　年間指導計画

　①　目的

　　ア　地域の高等学校の生徒と共に活動することで相互の触れ合いを通じて、本校生徒の経験を広め、社会性を養い、豊かな人間性を育てる。

　　イ　教科等の目標の達成を目的に同年代の生徒と共に学習に取り組むことで自分の持てる力を高める。

　　ウ　特別支援教育に関する理解・啓発に努め、地域のセンター的役割を果たす。

全学年 15名

具体的な内容

大分鶴崎高校 全学年
本校
にて
実施

・鶴崎高校の生徒が、本校を訪問する。
・高等部の授業である「職業（種目別）」に鶴崎高校の生徒が参加する。本校
の生徒が作業の工程を説明し、一緒に作業活動に取り組む。
・高等部の各クラスに鶴崎高校の生徒が数名ずつ入り、自己紹介やクラスで
企画したゲームなどをして交流を深める。

・１学年合同の事前学習で、鶴崎高校の文化祭の概要や日程、見学時の注
意事項を確認する。
・当日はスクールバスで移動し、体育館でクラスや部活動の発表を見学した
後、鶴崎高校の生徒とペアになり、１・２年生の教室展示を案内してもらった
り、記念写真を撮ったりして交流を深める。

　大在商工会青年部
　鶴崎商工会青年部

　自治会

具体的な内容 交流相手校名

（２）地域との交流

　①　目的

　　ア　地域の人々との触れ合いを通して、生徒の経験を広め、社会性や豊かな人間性を育む。

　　イ　地域で活動することで、互いを正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ。

　　ウ　特別支援教育に関する理解・啓発に努め、地域のセンター的役割を果たす。
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学
　
年

履
修
時
間

<

日
数

>

内　　容 実習期日
実　習
時間数

実習場所又は事業所
引　率
教員数

備　　考

    6 名

   7 名

＊１　職業生活科のＡ・Ｂ課程並びに生活教養科のＣ・Ｄ課程に在籍する生徒の指導の形態名は職業とし、生活教養科Ｅ課程に在籍する生徒の指導の形態名は

　　　

職
業
生
活
科

生
活
教
養
科

個別に計
画を立て実
施する。
（＊２）

１１／２5
～

１２／５

54時間
(６時間/9日)

　　　自立活動とする。

＊２　生徒の実態に応じて、実習期間を短くしたり、校内実習や職場見学としたりする場合がある。

　　　

指導の
形態名

８　産業現場等における実習指導計画

（１）高等部１年生

学
科
名

普
通
科

１年
職業

自立活動
（＊１）

　・農作業
　・清掃作業
　・製造
　・食品加工
　・リネン作業
　・箱折り、箱詰め
　・封入作業
　・リサイクル作業
　・パソコン作業
　・創作、余暇活動
　・運動
　　　　　　　　　　　等

9日間

　企業や福祉事業所等

　・会社
　・商店
　・工場
　・介護事業所
　・就労継続支援事業所
　・就労移行支援事業所
　・生活介護事業所
　・自立訓練事業所

実　習
生徒数

　　      　19名

　      　10名
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学
　
年

履
修
時
間

<

日
数

>

内　　容 実習期日
実　習
時間数

実習場所又は事業所
引　率
教員数

備　　考

１０日間
　６／２３

～
　７／４

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　１／２６

～
　２／　６

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　６／２３

～
　７／４

６０時間
(６時間/１０日)

　９日間
１１／１７

～
１１／２８

５４時間
(６時間/９日)

１０日間
　１／２６

～
　２／　６

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　６／２３

～
　７／４

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　１／２６

～
　２／　６

６０時間
(６時間/１０日)

実　習
生徒数

　 0名

11名

　12 名   7名

   0名

 11名

普
通
科

２年
職業

自立活動
（＊１）

生
活
教
養
科

＊１　職業生活科のＡ・Ｂ課程並びに生活教養科のＣ・Ｄ課程に在籍する生徒の指導の形態名は職業とし、生活教養科Ｅ課程に在籍する生徒の指導の形態名

職
業
生
活
科

チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー

ス

ア
タ
ッ

ク
コ
ー

ス

　・農作業
　・清掃作業
　・製造
　・食品加工
　・リネン作業
　・箱折り、箱詰め
　・封入作業
　・リサイクル作業
　・パソコン作業
　・創作、余暇活動
　・運動
　　　　　　　等

　企業や福祉事業所等

　・会社
　・商店
　・工場
　・介護事業所
　・就労継続支援事業所
　・就労移行支援事業所
　・生活介護事業所
　・自立訓練事業所

（２）高等部２年生

学
科
名

指導の
形態名

　　　は自立活動とする。

＊２　生徒の実態に応じて、実習期間を短くしたり、校内実習や職場見学としたりする場合がある。

個別に計画
を立て実施
する。
（＊２）   4名
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学
　
年

履
修
時
間

<

日
数

>

内　　容 実習期日
実　習
時間数

実習場所又は事業所
引　率
教員数

備　　考

１０日間
５／２６

～
６／６

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　９／２９

～
１０／１０

６０時間
(６時間/１０日)

１５日間
５／１９

～
６／６

９０時間
(６時間/１５日)

１０日間
　９／２９

～
１０／１０

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
５／２６

～
６／６

６０時間
(６時間/１０日)

１０日間
　９／２９

～
１０／１０

６０時間
(６時間/１０日)

　　 ・現場実習期間外に就労に関するアセスメンを実施する必要のある場合

＊１　職業生活科のＡ・Ｂ課程並びに生活教養科のＣ・Ｄ課程に在籍する生徒の指導の形態名は職業とし、生活教養科Ｅ課程に在籍する生徒の指導の形態名

　　　は自立活動とする。

＊２　以下のような場合に追加実習を実施する

　　　　・雇用につながる可能性のある事業所において、追加の実習を求められた場合

　　　　・雇用に向けた課題解決など、進路実現のために必要のある場合

9名 　3名

生
活
教
養
科

 8名 　6名

（３）高等部３年生

学
科
名

指導の
形態名

実　習
生徒数

普
通
科

職
業
生
活
科

チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー

ス

３年
職業

自立活動
（＊１）

　・農作業
　・清掃作業
　・製造
　・食品加工
　・リネン作業
　・箱折り、箱詰め
　・封入作業
　・リサイクル作業
　・パソコン作業
　・創作、余暇活動
　・運動
　　　　　　　等

　企業や福祉事業所等

　・会社
　・商店
　・工場
　・介護事業所
　・就労継続支援事業所
　・就労移行支援事業所
　・生活介護事業所
　・自立訓練事業所

12名

21名

4名

個別に計画
を立て実施
する。
（＊２）

ア
タ
ッ

ク
コ
ー

ス
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高等部

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めるとともに、生徒が豊かな心をもち、人間としての在り方生き方の自覚を深め、家
庭や地域社会との連携を図りながら、産業現場等における実習、環境学習、宿泊学習、校内外奉仕活動などの豊かな体験を通
して生徒の内面に根ざした道徳性の育成を図る。

道徳科の時間における指導の方針や重点目標等 各教科における道徳教育の指導方針等

児童の実態に合わせ実際的・具体的な内容を指導し、主体的
に活動に取り組むことで、道徳性の基盤を養う。

児童が基本的な生活習慣、社会生活上のきまりを身につけ、善悪
を判断できるよう学校の教育活動全体を通じて行う。

生徒の実態に合わせ実際的・具体的な内容を指導し、主体的
な判断の下に行動できる道徳性を養う。

生徒が自他の生命を尊重し、規律ある生活ができ、自分の将来を
考えられるよう学校の教育活動全体を通じて行う。

生徒の実態に合わせ実際的・具体的な内容を指導し、自立し
た人間として他者とよりよく生きるための道徳性を養う。

生徒が自己探求と自己実現に努め社会の一員としての自己の生き
方を探求する教育を学校の教育活動全体を通じて行う。

教師と児童及び児童相互の人間関係を深めるとともに、児童が自己の生き方について考えを深め、家庭や地域社会との連携を
図りながら、修学旅行、季節を感じる学習などの豊かな体験を通して、児童の内面に根ざした道徳性の育成を図る。

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めるとともに、生徒が道徳的価値に基づいた人間としての生き方について自覚を深
め、家庭や地域社会との連携を図りながら、マイチャレンジ（職場体験）、修学旅行、校内外奉仕活動などの豊かな体験を通
して、生徒の内面に根ざした道徳性の育成を図る。

Ⅴ　道徳教育の全体計画

・玄関前やグラウンド周辺の学校園・学部園、職業（種目
別作業）農業班農場
・児童生徒の活動として朝の「あいさつ運動」の実施
・基本的生活習慣をはじめとする将来の自立と社会参加に
向けた小中高一貫した指導を実践する

・運動会や志村祭でのＰＴＡ及び地域の商工会青年部からの協
力や地域の行事「おおざいワッショイ」への本校有志による出
演、大分河川敷コスモス植えへの参加
・大在西小学校、大在中学校、大分鶴崎高等学校との学校間交
流
・希望により、居住地校交流を実施

　■　特色ある教育活動や豊かな体験活動における指導との関連

小学部

学　部

小学部

中学部

学校の環境の充実、生活全般における指導方針 家庭、地域社会、他校種との連携

中学部

高等部

　■　道徳科の時間における指導の方針や重点目標
　■　各教科、総合的な学習（探究）の時間、特別活動等における道徳教育の指導方針

道徳教育の推進体制

・特別の教科「道徳」の時間を設定し取り組
む。また、道徳教育推進教師を中心に全職員で
指導方法などを研修し、指導の充実を図る。さ
らに、道徳教育に関する諸活動などの情報を積
極的に公表し、家庭や地域との共通理解を深
め、相互の連携を図る。

児童生徒の実態や発達の段階
関係法令及び時代や
社会の要請・課題

・日本国憲法、教育基本法、学校教
育法、学校教育法施行令、学校教育
法施行規則、学習指導要領　等
・確かな学力の育成、豊かな心の育
成、健やかな身体の育成
・「生きる力をはぐくむ」ため、言
語活動の充実、生活習慣や学習習慣
の確立

学校教育目標

　児童生徒自身の願いや思いを大切に、自
立と社会参加をめざし、一人一人の障がい
の状態や特性、発達の段階に応じた教育を
推進し、生きる力を育てる。

・学習によって得た知識や技能が断片的になりやす
く、実際の生活の場で応用されにくいことや成功体
験が少ないことなどにより、主体的に活動に取り組
む意欲が十分に育っていない。
・実際的な生活経験が不足しがちであることから、
実際的・具体的な内容の指導が必要であり、抽象的
な内容の指導よりも効果的である。
・知的障がいに他の障がいを併せ有する児童生徒に
対しては、より一層のきめ細かな配慮が必要であ
る。

道徳教育の学部重点目標

学校や地域の実態と課題
教職員や保護者の願い

小
学
部

（小学部重点目標に加え）
○道徳科の時間の指導とともに、産業現場等における実習や総合的な学習の時
間での体験的な活動を通して、勤労の尊さや意義を理解し、役割と責任を自覚
し、集団生活の向上に努めるようにする。
【勤労】【集団生活の充実】

中
学
部 ・障がいの重度・重複化への対応

・一人一人の実態に応じた指導の充実
・自立と社会参加に向けた職業教育の充実
・交流及び共同学習の推進
・卒業後に職業生活を営む生徒への道徳教育の
充実
・基本的生活習慣の形成
・社会的規範の育成
・学校・保護者・地域の連携

（中学部重点目標に加え）
○道徳科の時間の指導とともに、産業現場等における実習や職業、朝の清掃活
動の時間を通して、勤労の尊さや意義を理解するとともに、役割と責任を自覚
し、健全な社会生活を営む上で必要な道徳性を一層高めることに努めるように
する。
【相互理解、寛容】【社会参画、公共の精神】

高
等
部

○自分の好きなことや得意なことを見つけ、自分の特徴に気づき、よいところ
を伸ばそうとする。
【個性の伸長】

○基本的な生活習慣の形成を図るとともに、他の人との関わりの中で、仲良く
できるようにする。
【礼儀】【友情、信頼】【感謝】

○校外学習や学校行事などの体験的な活動を通して、集団や社会のきまりを守
り協力しあい、楽しみながら学校生活を送るようにする。
【規則の尊重】【よりよい学校生活】
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Ⅵ　キャリア教育の全体計画

・一人一人の『キャリア発達』へ
の支援
・自己の役割の価値やその関係性
の発見
・「働くこと」への関心、意欲、
資質、能力の向上
・豊かな人間性の育成
・小学部・中学部・高等部の一貫
した教育の充実

キャリア教育の目的 関係法規
日本国憲法、教育基本法、学校教
育法、学習指導要領、障害者総合
支援法　等

児童生徒・保護者の願い

・卒業したら働きたい。
・得意なことが生かせる場所で働
いて欲しい。

　児童生徒自身の願いや思いを大切に、自立と社会参加をめ
ざし、一人一人の障がいの状態や特性、発達の段階に応じた
教育を推進し、生きる力を育てる。

学校教育目標

キャリア教育全体目標

・実態把握をする力
・授業実践力
・ＩＣＴ活用の促進
・関係機関と連携する
　力
・福祉制度等の理解

・連絡帳での情報共有
・個別の教育支援計画
　に関する面談
・進路面談
・ケース会議、支援
　会議の実施
・進路研修会等の開催
・職場・施設見学

・地域の祭りへ参加
・校内外奉仕作業
・交流及び共同学習
・居住地校交流
・地域資源を活用した
　教育活動

・福祉・医療・労働
　機関との情報交換
・支援会議
・追支援の実施
・他校との連携

・学部・学年・校務
　分掌間の連携
・校内研修

特別活動 自立活動

・リーフレットの配布
・学校ＨＰの活用
・関係会議への参加

専門性の向上 保護者との連携 地域との連携 関係機関との連携 校内の組織づくり 啓発活動

探究に主体的・協
働的に取り組むと
ともに、互いのよ
さを生かしなが
ら、新たな価値を
創造し、よりよい
社会を実現しよう
とする態度を養
う。

小中学部における
目標を基盤とし、
さらに、青年期の
特性を考慮して、
健全な社会生活を
営む上で必要な道
徳性を一層高める
ことに努める。

キャリア教育推進を支えるもの

自主的、実践的な
集団活動を通して
身につけたことを
生かして、主体的
に集団や社会に参
画し、生活及び人
間関係をよりよく
形成するととも
に、人間としての
在り方生き方につ
いての自覚を深
め、自己実現を図
ろうとする態度を
養う。

障がいによる学習
上又は生活上の困
難を主体的に改
善・克服するため
に必要な知識・技
能・態度及び習慣
を養い、心身の調
和的発達の基盤を
培う。

社会生活能力の確
立と自己選択・自己
決定力育成の時期

探究的な学習の過
程において、課題
の解決に必要な知
識及び技能を身に
つけ、課題に関わ
る概念を形成し、
探究的な学習のよ
さを理解するよう
にする。

自己を見つめ、物
事を広い視野から
多面的・多角的に
考え、人間として
の生き方について
の考えを深める学
習を通して、道徳
的な判断力、心
情、実践意欲と態
度を育てる。

特別活動 自立活動 総合的探究 特別の教科道徳

集団や自己の生
活、人間関係の課
題を見いだし、解
決するために話し
合い、合意形成を
図ったり、意思決
定したりすること
ができるようにす
る。

個々の生徒が自立
を目指し、障がい
による学習上又は
生活上の困難を主
体的に改善・克服
するために必要な
知識、技能、態度
及び習慣を養う。

各学部段階における指導目標

【小学部】

自己を見つめ、物
事を多面的・多角
的に考え、自己の
生き方についての
考えを深める学習
を通して、道徳的
な判断力、心情、
実践意欲と態度を
育てる。

特別の教科道徳

多様な他者と協働
する様々な集団活
動の意義や活動を
行う上で必要とな
ることについて理
解し、行動の仕方
を身につけるよう
にする。

個々の児童が自立
を目指し、障がい
による学習上又は
生活上の困難を主
体的に改善・克服
するために必要な
知識・技能・態度
及び習慣を養い、
もって心身の調和
的発達の基礎を培
う。

特別活動 自立活動 総合的学習教科別の指導

・日常生活や社会生活に必要な知識・技能・態度を身につけるととも
　に、それらを活用する力や態度を育てる。
・日常生活の基本的な習慣を身につけ、集団生活への参加に必要な態
　度や技能を養うとともに、自立的な生活をするための基本的な能力
　と態度を育てる。
・職業生活及び家庭生活に必要な基礎的・基本的な知識と技能を身に
　つける。
・仕事の楽しさや大変さを知るとともに、将来の職業生活に必要な態
　度を育てる。

教科別の指導

・日常生活や社会生活・職業生活に必要な知識・技能・態度を身につ
　けるとともに、それらを活用する力や態度を育てる。
・家庭生活を営む上で必要な能力及び実践的な態度を育てる。
・日常生活の基本的な習慣を身につけ、生活の見通しをもって行動す
　る力や集団生活への参加に必要な態度と技能を養う。
・家庭・学校・社会の様子に関心を深め、自立的・発展的な生活を送
　るための意欲や態度を育てる。
・職業生活及び家庭生活に必要な基礎的・基本的な知識と技能を習得
　する。
・働くことの大切さや厳しさを知るとともに、進んで仕事に参加する
　態度を養う。

　児童生徒が将来にわたって、社会的・職業的に自立し、社会参加をするために必要な「生きる力」を育てることを目指し、社会生活を送る
上で必要となる様々な事柄（働くこと、生きること等）を教育活動全体を通じて体験的、実際的に学習し、自己の生活を主体的、自立的に営
むことができる態度を育む。

【小学部】～できる・かかわる～
　身辺自立や生活習慣の確立と人間関係づくりの基盤形成をする。
　（職業及び生活に関わる基礎的な能力の獲得を目指す）
【中学部】～ためす・ひろげる～
　社会生活能力と自己表現力を育成する。
　（基礎的な能力を土台とし、それらを統合して生活すること、働くことに応用できる能力の獲得を目指す）
【高等部】～しる・わかる・きめる～
　社会生活適応能力の確立と自己選択・自己決定できる力を育成する。
　（実際に働く生活を想定して具体的に適応するための能力の獲得や定着を目指す）

身辺自立の確立と人
間関係の基礎形成

の時期

教科別の指導

・日常生活に必要な言葉や数などに関する基礎的な知識を身につける
　とともに、造形や音楽に関心を持ち、表現する楽しさを味わう。
・基本的な運動の経験を通して、基本的な動きを身につけ、健康保持
　と体力増進を図る。
・日常生活の基本的な習慣を身につけ、集団生活への参加に必要な基
　礎的な態度や技能を養うとともに、家庭・学校・社会の様子に関心
　を深め、自立的な生活をするための意欲や態度を育てる。
・集団生活、社会生活における基礎的基本的な知識や技能を高めると
　ともに、積極的に人や物に関わろうとする態度を養う。

【中学部】

社会生活能力と自己
表現力の育成の時

期

【高等部】

学部方針

総合的学習 特別の教科道徳
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Ⅶ 人権教育年間計画  
                                               

１ 基本方針 

   人間の尊厳を基盤として、子ども一人一人の人権を大切にするとともに、教職員の人権意識の高揚を図り、全て

の教育活動の中で人権教育を推進していく。 

２ 目標 

（１）人権・平和学習を通して、お互いの個性を認め合い、気持ちを尊重することのできる心と態度を育成す

る。 
（２）環境学習を通し、生命や自然を大切にする心と態度を育成する。 
（３）地域の学校との交流及び共同学習や、地域の住民との交流を通して、さまざまな人と知り 

合い、豊かな人間関係を培う。 
 （４）いじめに関するアンケートもしくは聞き取り調査や、日々の学習を通していじめを未然に防 

ぐ態度を育成する。 
 ３ 内容 

（１）仲よく協力しようとする気持ちや思いやりの心を育てる人権・平和学習を実施する。 
① 集会活動や遊びなどの集団活動の場面で、教師が友だちと上手に関わることを考えさせる人権・平和

学習を計画・実施する。 
② 命や平和の尊さを学び、仲よくしあう態度を育てる人権・平和学習を計画・実施する。 

（２）自分たちでできる身近な環境を守る活動や態度を培う環境学習を計画・実施する。 
（３）地域の学校の児童生徒や地域の人々と知り合い、協力する気持ちや思いやりの心を育てるため、学校間

交流・居住地校交流、地域との交流を計画的に実施する。 
（４）いじめを許さず、いじめのない明るい学校にしようとする心や態度を培う日々の学習やいじめアンケー

トもしくは聞き取り調査を実施する。 
（５）人権・平和学習は、教科等の学習指導や道徳科等、日常の教育活動と関連づけて実施する。 

４ 推進体制図 

校長 

教頭 

事務長 

 

 

 

 

 

校長 

教頭 

道徳教育推進教師 

人権教育主任 

主幹教諭 

学部人権教育担当 

 

大分県教育委員会 

大分県教育庁人権教育・部落差別

解消推進課 

大分県人権教育研究協議会 

  

運営委員会 

(職員会議) 
  大分市教育委員会 

大分市人権・同和教育研究会 

  

学部会 

学年会 
  ＰＴＡ 

関係諸団体 
 

 

 各分掌  スクールセクハラ相談窓口  

     

 全教師  

 

５ 具体的な内容と取組 

   学校の教育活動全体を通して、友だちと協力する気持ちや態度、思いやりの心を持つ子どもを育てる。そのために下記

のように年間を通して、交流及び共同学習や人権・平和学習、環境学習を実施していく。 
  
（１）学部ごとに地域の学校や居住地の学校と定期的な交流及び共同学習を実施する。 

小学部：小学校と学年ごとの交流及び共同学習を計画し推進する。 
中学部：中学校との交流及び共同学習を計画し推進する。 
高等部：高等学校との交流及び共同学習を計画し推進する。     
※居住地校交流に関しては、保護者の希望により実施する。 

 

人権教育推進委員会 
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（２）下記の行事において、地域との交流を計画・実施する。 

 小学部 中学部 高等部 

学校間交流 

 

 

 

 

大在西小学校の同学年の児童と、年

２回程度の交流及び共同学習を行

う。 

・学年集会、授業等に参加 

・手紙の交換（学習内容の紹介、学

校の紹介など） 

・ZOOMによる交流 

 

大在中学校の生徒と、年２回の交

流及び共同学習を行う。 

①レクリエーション 

②授業等に参加 

 

 

大分鶴崎高等学校の交流希望生

徒と、年２回の交流及び共同学習

を行う。 

①授業参加・レクリエーション 

 （大分鶴崎高等学校生徒来校） 

②相手校の学校行事（文化祭等）

に１年生が参加 

居住地校交流 

 

 

 

①日常的な関わりが持てるような

交流及び共同学習を居住地校と

年１回程度行う。 

②授業及び行事等に参加する。 

①日常的な関わりが持てるよう

な交流及び共同学習を居住地

校と年１回程度行う。 

②授業及び行事等に参加する。 

 

地域交流 ・運動会・志村祭において、地域住民への案内用チラシ配布と、近隣店舗への案内用 

ポスター配布の活動を通して、地域との交流を図る。 

・地域の行事への参加  ・地域住民の来校による交流 

 

（３）人権・平和学習を学部、学年ごとに計画・実施する。 

期  日 取 り 組 み 方   授 業 内 容 

５月 

 人権・平和学習 
各学部または各学年で計画・実施 

・日本国憲法について知る。 

・決まりを守ることの大切さを知る。 

８・９月 

人権・平和学習 
各学部または各学年で計画・実施 ・平和の大切さや命の尊厳について学ぶ。 

１１月 

 人権・平和学習 
各学部または各学年で計画・実施 

・友だちと仲よくする大切さを知る。 

・正しい判断で行動することの大切さを知る。 

２月 

 人権・平和学習 
各学部または各学年で計画・実施 

・友だちと仲よくする関わり方を学ぶ。 

・お互いに認め合う気持ちを持つ。 

 

（４）環境学習を学部、学年ごとに計画・実施する。  

    「自然・健康・生命・環境保護」等を視点にした環境学習を実施する。 

期  日 取 り 組 み 方 授 業 内 容 

５・６・７月 
各学部または各学年 

で計画・実施 

・自分たちの周りの環境を振り返り、資源を大切にすることについて考える。 

・環境に関する施設等を見学し、資源の有効活用について学ぶ。 

 

６ 「学校いじめ防止基本方針」の改訂及び「いじめアンケートもしくは聞き取り調査」 

の実施 

 

（１）「学校いじめ防止基本方針」を本校の実態に合うように見直し、必要に応じて改訂する。 

（２）「いじめアンケートもしくは聞き取り調査」を学期ごとに１回実施し、児童生徒間のいじめを未然 

に防ぐとともに、気になる児童生徒を早期に発見し、教師間の情報交換会等を行う。 

    

７ その他 

（１）人権・平和学習、環境学習については、各学部または各学年で担当グループを決定し、担当グループで話し合い、実

施していく。 

（２）各学習終了後、次回への参考にするために本時案と反省用紙を人権教育部へ提出する。 

（３）指導案等をパソコンで作成している場合は、データを人権教育部のフォルダに保存し、他学部でも参考にできるよ

うにする。 

（４）人権・同和教育に関する職員研修を、長期休業中または学期中に実施できるように企画する。  
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Ⅷ 食に関する指導の全体計画 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

食に関する指導の目標 

(知識・技能） 
楽しい給食を通して食事のマナーを知り健康な生活を送るための食事の栄養バランスなどの知識・技能を

身につける。 

（思考力・判断力・表現力等） 
食生活や食の選択について正しい知識・情報に基づき、自ら判断できる能力を養う。 

（学びに向かう力・人間性等） 
社会自立に向けて、人とのかかわり（マナー）を大事にしながら、自ら栄養バランスのよい食事について

考え、豊かで楽しい生活にむけて行動できる。 

各 学 部 の 食 に 関 す る 指 導 の 目 標 

小学部 中学部 高等部 

・たくさんの食品に触れる経験を
通して、食べることに興味・関心
をもつ。（知・技） 

・苦手な物にも挑戦して、いろい
ろな食べ物を食べようとする。
（思・判・表） 

・食べ物の大切さを知り、残さず
食べる意欲を持つ。（学・人） 

・食事と健康にはつながりがあり、
健康には、栄養バランスのよい食事
が大切だということを知る。 

・健康に過ごすための食生活につい
て考え、自分の食生活を見直すこと
ができる。 

・健康のために、栄養バランスよく
食べようとする態度を身につける。 

・正しい食事のマナーを知り、その
場にふさわしい行動ができる。 

・自分の食事マナーについて考え、
見直すことができる。 

・食事のマナーや食事を通して、人
との関りやコミュニケーション能力
を身につける。 

卒業後 

 
卒業後の生活へ主

体的に生かせるよ
う、支援会議等にお
いて家庭・事業所等
と連携を図り、卒業
後につなげる。 

【児童・生徒の実態】 
 
・朝食欠食率        8.8％  
・食べる姿勢に課題    82.04% 
 （食事のマナーに課題） 
・給食前の手洗いが定着している 
・毎日の給食を楽しみにしている一方、 
嗜好に偏りがあり、こだわりが強い 

・口腔機能・身体機能面に課題があり、 
食事に一部介助が必要な場面がある 

・肥満傾向の児童・生徒が14.9 ％ 
・痩身傾向の児童・生徒が  0.4 ％ 
  

【第４次食育推進基本計画】 
・朝食を欠食する子    0％ 
【第４期大分県食育推進計画 】 
・健やかに食を楽しむ心豊かな人づ
くり・活力ある地域づくり 

【関係手引き等】 

・食に関する指導の手引き（改定

版） 
・摂食指導の手引き実践編（R4 特
別支援教育課） 

学校教育目標： 
 児童生徒自身の願いや思いを大切に、自立と社

会参加をめざし、一人一人の障がいの状態や特

性、発達の段階に応じた教育を推進し、生きる力

を育てる。 

食育推進の評価 

活動指標：個別の指導計画における食育の視点での目標確認（６月・９月 年２回実施 、あじわいだよりの発行） 

成果指標：姿勢に気をつけて食べている児童・生徒 60％以上（自分で姿勢に気をつけることが難しい場合は、食事姿勢に教員が気をつけて

いるかを評価する） 

〈 家庭・地域との連携 〉 情報の発信（食育だより・ＨＰ等）学校給食試食会・地場産物の活用 

〈 地場産物の活用   〉 地場産物の紹介をふくんだあじわいだより・食育の日前後に県産魚を含む「さわやかだ献立」の実施・ 

クラスや作業班で育てた野菜の活用・まるごと一日大分県・ジビエ給食 

〈 個別的な相談指導  〉 体重増加・体重減少・食物アレルギー・偏食等（担任・養護教諭・栄養教諭・ケースによっては主治医等） 

食育の視点 

◇ 食事の重要性 

◇ 心身の健康 

◇ 食品を選択する能力 

◇ 感謝の心 

◇ 社会性 

◇ 食文化 

〈 食育推進担当 〉 保健部・・主任・副主任、各部各学年教諭・養護教諭・栄養教諭 

＊ 必要に応じて・学校医・学校薬剤師・摂食指導専門家 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

進行管理

計画作成 計画 評価実施 評価結果の分析 計画案作成

総合的な探究の時間

生命
・植物の発芽には水、空気、温度が関係しており、植物の成長には日光、肥料などが関係していることを知る。
・植物は受粉により実がなり、実の中に種子ができることなどの植物の育ち方を理解する。

生命
・食べ物は口、胃、腸などを通りながら消化、吸収され、吸収されない物は排出されることを理解する。
・体内には摂取した栄養を吸収し、生命活動を維持するための様々な臓器があることを知る。

職業生活
・職業生活で必要とされる食生活等の実践的な知識について理解する。
・職業生活に必要な健康管理の仕方について知る。

衣食住の生活
・生活の中での食事の役割について理解する。
・健康によい食習慣について考える。
日常生活の調理
・用途に応じた食品の選択、食品や調理用器具等の管理などについて知り、簡単な日常生活の調理ができる。

衣食住の生活
・自分に必要な栄養素の種類と働きが分かる。
・一日分の献立を考える。
日常食の調理
・用途に応じた食品の選択、食品や調理用器具等の安全と衛生に留意した管理などについて知り、簡単な日常食の調理ができる。

職業生活
・職業生活で必要とされる食生活等の実践的な知識や技能を身につける。
・職業生活に必要な健康管理の仕方について考える。

生命・自然
・植物を育て、成長や変化に気づく。

生命・自然
・生き物は、食べ物を食べて成長することを知る。

生命・自然
・植物を育て、発芽、開花、結実の成長の様子が分かる。

・栄養が偏らないようにバランスのとれた食事をし、食べすぎないようにする。
・身体各部の動きを知る。

産業と生活
・名産品や特産物について知り、特色ある地域の様子について理解する。
・外国の料理や習慣など、日本と他の国との大まかな違いについて理解する。

生命
・人の体には骨と筋肉があること、体を動かすことができるのは、骨と筋肉の働きによることを理解する。
・植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあることを理解する。

食事の役割
・マナーを守って楽しく食事をする。
栄養を考えた食事
・健康によい食事のとり方に気づく。
・栄養を考え、いろいろな食品を組み合わせてバランスよく食べる。
・自分の食事の改善点や解決方法を考える。
・食品に含まれる栄養素の特徴により、「エネルギー」「体をつくる」「体の調子を整える」３つのグループに分けられ
ることが分かる。

・身体の発育・発達について理解する。
・健康のために必要な運動や食事について理解し実践する。

1段階（他人との意思の疎通や日常生活の適応に困難が大きいもの） 2段階（生徒の日常生活や社会生活及び将来の職業生活の基礎を育てる）

産業と生活
・生産者や消費者をつなぐ商店、市場などの働きと人々の生活との関わりが分かる。
・農業、漁業などと自分たちの生活とのつながりが分かる。
・外国の料理や食事の習慣などを知る。

生命
・植物の育ち方には、種子から発芽して子葉が出て、葉がしげり、花が咲き、花が果実になった後に個体は
　枯死するという一定の順序があることを理解する。

食事の役割
・簡単な食品や料理の名前が分かる。
・食事の時間を楽しみにする。
・美味しいことを喜び、伝え合い共有する。
調理の基礎
・冷蔵庫の使い方が分かる。
・食品、食器などの衛生に気を付ける。

1段階（日常生活を営むのにほぼ常時援助が必要であるもの） 2段階（日常生活を営むのに頻繁に援助が必要とするもの） 3段階（適宜援助を必要とするもの）

基本的生活習慣
・教師と一緒に食事の前に手洗いをする。
・配膳の時に行儀よく待つ。
・食前、食後の挨拶のしぐさをする。
・スプーン等を使って教師の支援を受けながら食べる。
・よくかんで食べる。
・ストローやコップで飲む。
・食事の途中で遊ばないで食べる。

基本的生活習慣
・1人で食事の前に手を洗う。
・食事の前後にテーブルをふく。
・食前食後のあいさつをする。
・スプーンやフォークやはしを使ってこぼさないように食べる。
・ストローやコップで上手に飲む。
・食事中は立ち歩かずに席に座って食べる。
・食品や簡単な献立の名前を言う。

基本的生活習慣
・簡単な食事の準備(エプロンの着替え、手洗い、食器の運搬等)や
　後片付けを協力して行う。
・はしで上手に食べる。
・健康な体を作るために好き嫌いしないで食べる。
・マナーを守って1人で食事をする。
役割
・給食当番などの係活動をする。

発達段階

推進
体制

教
科
・
道
徳
・
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間

社会

発達の段階

小
学
部

理科

保健体育

特別の教科 道徳

生活

家庭

職業

高
等
部

健康の保持　心理的な安定　人間関係の形成　環境の把握　身体の動き　コミュニケーション

発達の段階

社会

理科

職業・家庭
(家庭分野)

保健体育

中
学
部

・健康や安全に気を付け、身の回りを整え、規則正しい生活をする。
・家族など日頃世話になっている人々に感謝する。
・生命の尊さを知り、生命あるものを大切にする。

・ALTとの交流 　・地域の学校との交流　　・余暇活動の体験

自立活動

1段階（他人との意思の疎通や日常生活の適応に困難が大きいもの） 2段階（生徒の日常生活や社会生活及び将来の職業生活の基礎を育てる）

・心身の発育や発達、疾病予防等に必要な知識を理解する。 ・心身の発育や発達、疾病予防等に必要な知識の理解を深め、健康で安全な社会生活を営むための技能を身に着ける。

産業と生活
・我が国の食料生産は、自然条件を生かして営まれていることを知る。
・我が国のどこの地域でどのような種類の食料が生産されているかを調べる。
・外国の人々の食文化に触れる。

産業と生活
・我が国の食料生産は、自然条件を生かして営まれていることや、私たちの生活のための食料を確保するという重要な役
割があることを知る。
・生産物の種類や生産量の変化などを調べながら、食料生産が私たちの生活に果たす役割を考える。
・外国の人々の生活の様子などに注目して、日本の食文化や食習慣との違いに触れる。
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全学部

４月 ５月 ６月 ７月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

給食の決まりを守っ
て楽しく食べよう

食事のマナーを覚え
よう

衛生に気を付けよう 暑さに負けない体を
作ろう

早寝早起き朝ごはん 規則正しい生活をし
よう

偏食せずに何でも食
べて丈夫な体を作ろ
う

食べ物の働きを知ろ
う

寒さに負けない体を
作ろう

感謝して食べよう よくかんで食べよう 1年間を振り返ってみ
よう

端午の節句 七夕献立
菊の節句
十五夜献立

冬至の献立 節分献立 桃の節句献立

入学進級お祝い献
立

かみかみ給食 夏野菜カレー 野菜たっぷり給食 うま塩給食 まるごと大分県 クリスマス献立
給食週間行事献立
リクエスト献立

リクエスト献立 卒業お祝い献立

じゃがいも さつまいも 里芋

そら豆皮むき 食育集会 とうもろこし皮むき

中学部

食文化の伝承

行事食

学
級
活
動
/

ホ
ー
ム
ル
ー

ム
活
動

小学部

高等部

児童生徒会活動

学校行事

給
食
と
の
関
連
項
目

特
別
活
動

小学部

中学部

高等部

食に関する指導

給
食
の
時
間

中学部
給食指導

小学部

高等部

旬の食材

1学期

月目標

給食を知ろう　食べ物の名前を知ろう　食べ物に関心を持とう

食べ物と健康について知ろう　食べ物の体内での働き（赤・黄・緑）　伝統的食文化（郷土料理・行事食）　

食べ物と健康について知ろう（生活習慣病予防）　食べ物の体内での働き（赤・黄・緑）　伝統的食文化（郷土料理・行事食）バランスの良い食事（主食・主菜・副菜）

正しい姿勢で、ひと口ずつ、よく噛んで食べよう

正しい食べ方を知ろう いろいろな食べ物を食べよう 楽しく食べよう

正しいマナーを身につけよう

マナーよく食べよう

食べ物の働きについて知ろう

食べ物の働きについて考えよう

おくら、なす、かぼ
ちゃ、きゅうり
ピーマン、トマト
えだまめ　とうもろ
こし　ゴーヤ

なし　なす　とまと
ピーマン　とうがん

なす　さんま、さ
け、きのこ、さつま
いも、りんご、ぶど
う、くり　さといも
かぼす

さんま、さけ、きの
こ、さつまいも、り
んご、ぶどう　なし
かぼす

なばな、春キャベ
ツ、スナップエンド
ウ、たけのこ、新た
まねぎ、新じゃが

アスパラ、たけの
こ、わらび、かつ
お、そらまめ　グリ
ンピース　新茶

じゃがいも　アスパ
ラ　メロン、うめ
ピーマン　鯵　いん
げん

2学期 3学期

入学式 修学旅行　志村祭 給食週間　卒業式

望ましい食習慣の形成のため、給食について知り、長期休業前には望ましい生活習慣について学ぶ。

望ましい食習慣の形成のため、季節に応じた食事について考え、長期休業前の望ましい生活習慣について学ぶ。

心身の健康を保持増進するような習慣の形成のため、長期休業前に望ましい食習慣について学ぶ。

行事等

みんなと楽しく食べよう

ふれあいを大切にしながら楽しく食べよう

たより 朝食の大切さ　運動と栄養　夏休みの食生活 朝食の大切さ　地場産物の良さ　和食について　 朝食の大切さ　バランスの取れた食生活　風邪の予防　

農業実習産物

その他

個別的な相談指導

家
庭
・
地
域
・
事
業
所

等
と
の
連
携

年間 栄養教諭・・小学部　朝の活動時間に一言指導（食キラキラタイム）/  中学部・高等部　給食時間に巡回

８月・9月

入学者説明会
（小学部）

個別の指導計画　個別の教育支援計画　個別の栄養指導　対応給食の実施（アレルギー食・こだわり食・形態食）　各職員との連携

ブロッコリー　ほう
れんそう　きよみ
なばな　みつば
きゃべつ　いちご

入学者説明会
（高等部）

新米　さんま　さけ
さば　さつまいも
だいこん　みかん
りんご

だいこん　はくさい
かぶ　ブロッコリー
ほうれんそう　みか
ん　りんご　ふかね
ぎ　きゃべつ

かぶ　はくさい　だ
いこん　ふかねぎ
ほうれんそう　みか
ん　春菊　ぽんかん

ブロッコリー　だい
こん　はくさい　ほ
うれんそう　みかん
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Ⅸ 防災教育全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学部 中学部 高等部 

受
援 

教師や友だちとの人間関係の中

で、発災時の避難及び避難後の環

境に適応することができる。 

教師や友だちとの人間関係の中で、

発災時の避難及び避難後の環境に適

応することができる。 

教師や友だちとの人間関係の中で、

発災時の避難及び避難後の環境に適

応することができる。 

知
識
・
技
能 

自然災害によって起こる危険を知

ることができる。 

被害を軽減したり、発災後に役立つ

ものについて理解したりすることが

できる。 

それぞれの災害によって起こる危険

やその対処法がわかる。 

思
考
力
・
判

断
力
・
表
現

力 発災時に、教師の言葉かけを聞い

たり周りの様子を見たりして、危

険な事がわかり、教師と一緒に身

を守る行動ができる。 

地域で起こりやすい災害や地域にお

ける過去の災害について理解し、安

全な行動をとるための判断に生かす

ことができる。 

発災時に危険を予測し、率先して避

難行動をとることができる。 

危
険
予
測
・ 

主
体
的
な
行
動 

発災時に、教師の指示に従い安全

な場所へ落ち着いて避難すること

ができる。 

発災時に、危険を認識し日常的な訓

練を生かして、自らの安全を確保す

ることができる。 

発災時に自分でできることがわか

り、自分や周囲のために行動でき

る。 

 

学校教育目標 

児童生徒自身の願いや思いを大切に、自立と社会参加をめざし、一人一人の障が

いの状態や特性、発達の段階に応じた教育を推進し、生きる力を育てる。 

大分県の防災教育のねらい 

・災害時における危険を認識し、日常的な備

えを行うとともに、状況に応じて、的確な

判断の下に、自ら安全を確保するための

行動ができるようにする。 

・災害発生時及び事後に、進んで他の人々や

集団、地域の安全に役立つことができる

ようにする。 

・自然災害の発生メカニズムをはじめとし

て、地域の自然環境、災害や防災について

基礎的・基本的事項を理解できるように

する。 

防災管理体制の整備 

○校内防災体制       ○防災教育 

・防災マニュアル      ・発達の段階に応じた体験型防災教育 

・備蓄品              

・引き渡しマニュアル    ○防災研修 

・避難時必要品の管理    ・教職員への啓蒙活動 

・学校備蓄品          

              ○地域との防災に係わる連携 

○避難訓練         ・地域への公開授業        

・児童生徒参加の避難訓練                  

・ブラインド型避難訓練 

・ショート訓練の実施 

防災教育の目標 

・防災体制の整備を行い、日常的な備えを行うとともに、発災時における児童

生徒の個に応じた支援をするための体制をつくる。 

・関係機関と連携して、発災時における防災体制を構築する。 
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令和７年度 大分県立大分支援学校 防災安全教育年間活動計画 

 防災安全部 教職員 保護者 小学部 中学部 高等部 

4月 
備蓄品確認 

ショート訓練 
備蓄品搬入 

（学期保管・新入生） 
ショート訓練 

5月 
避難訓練①  防災学習・避難訓練① 

6月    

7月 
 備蓄品持ち帰り 

（学期・年間保管） 
 

8月 
備蓄品置き場整理 

学校備蓄品点検 

 
備蓄品点検  

9月 
備蓄品確認 

ショート訓練 

備蓄品搬入 

（学期・年間保管） 
ショート訓練 

10月 不審者対応訓練  不審者対応訓練 

11月 避難訓練②  防災学習・避難訓練②  

12月  
備蓄品持ち帰り 

（学期保管） 
 

1月 
避難訓練③ 

備蓄品確認 

備蓄品搬入 防災学習・避難訓練③ 

2月 
ショート訓練  

ショート訓練 

3月 
防災マニュアル見直し  備蓄品持ち帰り 

（学期保管） 

 

 

 

指導内容 

小学部 中学部 高等部 

【防災教育】 

・集団行動をしよう（体育/自立） 

・動物ポーズをしよう（体育/自立） 

・リズムに合わせてポーズを取ろう 

（音楽/自立） 

・好きな物を探して発表しよう（国語

/自立） 

・自分の気持ちを表そう（国語/自

立） 

・避難所体験（生活） 

・防災グッズを作ろう（生活） 

 

 

【避難訓練】 

・避難訓練（火災・地震） 

・予告なし避難訓練 

・ショート訓練 

【防災教育】 

・災害時スリッパ作り（総合） 

・防災グッズ体験（総合） 

・自然災害のメカニズムについて 

 （総合） 

・防災ライトの実験（総合） 

・防災用食器づくり（総合） 

 

 

 

 

 

【避難訓練】 

・避難訓練（火災・地震） 

・予告なし避難訓練 

・ショート訓練 

【防災教育】 

・防災ずきん作り（家庭・被服） 

・防災食づくり（家庭・調理）    

・防災ゲーム（緊急時の対処法）（体育）     

・備蓄品カロリー計算（数学） 

・防災カルタ（国語） 

・備蓄品の中身を選ぼう（社会/国語） 

・救急救命訓練（体育） 

・校舎内の危険・安全箇所マップ作り（社会） 

 

 

 

【避難訓練】 

・避難訓練（火災・地震） 

・予告なし避難訓練 

・ショート訓練 
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